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世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
︵
フ
リ
ー
︶©
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バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
１
月
20

日
に
就
任
す
る
と
、
そ
の
日
の

う
ち
に
世
界
保
健
機
構
︵
Ｗ
Ｈ

Ｏ
︶
へ
の
復
帰
な
ど
17
の
大
統

領
令
や
布
告
な
ど
に
署
名
︵
前

号
既
報
︶、
そ
の
後
も
25
日
に

連
邦
政
府
機
関
に
よ
る
米
国
製

品
の
購
入
を
増
や
す
大
統
領
令

に
、
27
日
に
気
候
変
動
対
策
関

連
の
大
統
領
令
に
、
28
日
に
は

医
療
保
険
制
度﹁
オ
バ
マ
ケ
ア
﹂

の
拡
充
や
人
工
妊
娠
中
絶
を
支

援
す
る
団
体
へ
の
援
助
を
可
能

に
す
る
よ
う
命
じ
る
文
書
に
署

名
し
た
。
29
日
ま
で
に
25
も
の

大
統
領
令
な
ど
に
署
名
し
、
こ

れ
ら
に
基
づ
く
権
限
行
使
は
40

以
上
に
上
る
。
ト
ラ
ン
プ
前
大

統
領
の
就
任
時
よ
り
も
多
い
ペ

ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
１
月
27
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
は
﹁
ジ
ョ
ー
、

大
統
領
令
を
緩
め
よ
﹂
と
題
し

た
社
説
を
掲
載
、
大
統
領
令
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
重
要
な
政

策
変
更
に
つ
い
て
は
議
会
を
通

じ
法
律
を
制
定
し
て
や
る
べ
き

だ
と
バ
イ
デ
ン
大
統
領
を
批
判

し
た
。

　
連
邦
下
院
は
民
主
党
が
過
半

数
を
制
し
て
い
る
が
、
上
院
は

共
和
党
と
同
数
の
50
議
席
で
ハ

リ
ス
副
大
統
領
が
議
長
に
な
る

た
め
過
半
数
と
な
る
に
過
ぎ

ず
、
法
案
採
決
を
阻
止
す
る
議

事
妨
害
﹁
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
﹂

を
避
け
る
た
め
に
必
要
な
60
議

席
に
は
届
い
て
い
な
い
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
は
、﹁
二

極
化
し
、
わ
ず
か
の
差
で
分
割

さ
れ
た
議
会
で
は
、
行
政
措
置

を
採
用
す
る
か
、
議
題
が
人
質

に
取
ら
れ
る
か
の
ど
ち
ら
か
の

選
択
肢
し
か
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
﹂と
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、

﹁
大
統
領
令
は
政
府
に
指
針
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

お
り
、
既
存
の
法
律
や
憲
法
に

よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
裁
量
の
範

囲
内
で
行
使
さ
れ
る
べ
き
も
の

だ
。
新
し
い
法
律
を
作
る
わ
け

で
な
い
﹂
と
苦
言
。
ま
た
野
党

共
和
党
か
ら
﹁
行
き
過
ぎ
で
あ

り
、
国
の
結
束
を
求
め
る
と
い

う
公
約
を
裏
切
っ
た
と
の
非
難

が
出
て
い
る
﹂
と
指
摘
す
る
な

ど
大
統
領
令
乱
発
に
﹁
調
子
に

乗
る
な
﹂
と
言
わ
ん
ば
か
り
。

　
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
議
会

で
の
法
案
成
立
を
経
ず
実
行
で

き
る
た
め
大
統
領
令
を
多
発
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
大
統
領

令
は
大
統
領
が
変
わ
れ
ば
簡
単

に
変
更
で
き
る
。
ま
た
連
邦
議

会
で
大
統
領
令
を
覆
す
法
案
が

成
立
し
た
り
、
裁
判
所
が
認
め

な
い
場
合
は
無
効
と
な
る
。

大
統
領
令
を
乱
発

野
党
﹁
議
会
通
し
て
﹂

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
も
苦
言

　
ク
オ
モ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

知
事
は
１
月
29
日
、
現
在
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
陽

性
率
を
維
持
し
た
場
合
、
今
月

14
日
︵
日
︶
か
ら
定
員
の
25
％

で
店
内
飲
食
の
再
開
を
許
可
す

る
と
発
表
し
た
。

　
ク
オ
モ
知
事
は
、
１
月
５
日

の
陽
性
率
が
７
・
１
％
で
、
現

在
は
４
・
９
％
ま
で
下
が
っ
た

こ
と
を
﹁
山
を
越
え
た
と
い
う

良
い
指
標
だ
﹂
と
し
、﹁
客
数

が
ま
っ
た
く
の
ゼ
ロ
よ
り
も
25

％
の
方
が
ま
し
で
あ
る
。
こ
の

陽
性
率
を
維
持
す
れ
ば
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
内
の
店
内
飲
食
を
再
開
す

る
﹂
と
述
べ
た
。

　
ま
た
同
州
知
事
は
、
同
州
内

の
結
婚
式
に
つ
い
て
も
、
式
場

の
収
容
率
を
50
％
ま
た
は
参
加

者
を
最
高
１
５
０
人
に
制
限

し
、
地
元
の
衛
生
局
の
承
認
が

あ
れ
ば
３
月
か
ら
執
り
行
っ
て

い
い
こ
と
を
伝
え
た
。

　
一
方
で
、
感
染
率
や
死
亡
率

が
再
び
上
昇
し
た
な
ど
の
場
合

は
﹁
方
針
内
容
を
変
更
す
る
可

能
性
は
い
つ
で
も
あ
る
﹂
と
警

告
を
促
し
た
。
 

　
ク
オ
モ
州
知
事
は
発
表
に
先

立
つ
27
日
、
ホ
リ
デ
ー
期
間
で

急
増
し
た
感
染
者
数
が
落
ち
着

き
、
陽
性
率
や
入
院
患
者
数
が

減
少
し
始
め
た
と
し
て
、
一
部

の
地
域
を
除
き
規
制
を
解
除
す

る
と
発
表
し
、
こ
の
時
点
で
、

市
内
の
店
内
飲
食
を
再
開
す
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
店
内
25
％

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
か
ら

白 い
訪 問 者
NYに大雪到来

　
普
段
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学

の
学
生
で
賑
わ
う
グ
リ
ニ
ッ
チ

ビ
レ
ッ
ジ
。
近
く
の
バ
ー
ガ
ー

ス
ト
ア
も
有
名
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
軒
並
み
一
時
閉
鎖
状
態
。

東
海
岸
を
襲
っ
た
大
雪
で
ア
ウ

ト
ド
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
レ
ス
ト

ラ
ン
も
閉
ま
り
人
影
は
な
く
、

白
い
訪
問
者
が
吹
雪
と
共
に
通

り
過
ぎ
る
。
︵
１
日
午
後
４
時

半
頃
、
西
４
丁
目
交
差
点
近
く

で
、
写
真
・
植
山
慎
太
郎
︶

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.iiicareer.com/
http://saikos.com/
https://nipponexpressusa.com/
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で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

 

前

回
﹁Y

O
U

N
G

-A
T

-
H

E
A

R
T

﹂
で
終
わ
っ
た
の
だ

が
、
何
の
こ
と
か
分
か
ら
な

か
っ
た
方
も
い
た
こ
と
だ
ろ

う
、
あ
ら
た
め
て
解
説
。

　
石
津
健
介
が
ア
パ
レ
ル
メ

ー
カ
ー
﹁
Ｖ
Ａ
Ｎ
﹂
を
立
ち

上
げ
た
の
は
１
９
５
１
年
の

こ
と
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
中

年
の
お
し
ゃ
れ
紳
士
。
ブ

ラ
ン
ド
の
Ｖ
Ａ
Ｎ
は
、
石

津
が
以
前
か
ら
温
め
て
い

た
。
戦
後
間
も
な
く
風
刺

漫
画
雑
誌
が
創
刊
し
た

１
９
４
６
年
、
そ
の
名
は
﹁
Ｖ

Ａ
Ｎ
﹂。
Ｖ
Ａ
Ｎ
に
は
﹁
前
衛
﹂

の
意
味
が
あ
り
、
誌
名
に
ふ

さ
わ
し
か
っ
た
。

　
石
津
は
ひ
と
目
で
気
に
入

り
、
い
つ
か
自
分
が
会
社
を

興
す
と
き
は
社
名
を
﹁
Ｖ
Ａ

Ｎ
﹂
に
し

よ
う
と
決

め
た
。

　
こ
う
し

て
Ｖ
Ａ
Ｎ

が
誕
生
す

る
。

当

初

の
ロ
ゴ
は

い
ま
と
ま

る
で
違
う
筆
記
体
。
そ
の
後
何

回
か
ロ
ゴ
は
変
わ
り
、
い
ま

の
書
体
に
落
ち
着
い
た
の
は
、

若
者
向
け
に
方
向
転
換
し
た

時
。﹁FO

R
 T

H
E

 Y
O

U
N

G
 

A
N

D
 T

H
E

 Y
O

U
N

G
-A

T
-

H
E

A
R

T

﹂も
そ
の
時
の
こ
と
。

﹁
若
者
そ
し
て
若
い
心
の
持
ち

主
﹂
の
意
味
を
込
め
て
。

　
　
　
　
　
　
　︵
つ
づ
く
︶

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

　
１
９
５
９
年
か
ら
64
年
に

米
国
で
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
た

同
タ
イ
ト
ル
の
ミ
ス
テ
リ
ー

番
組
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
曲
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ァ
ー
が
歌
詞
を
つ
け
た
バ

ー
ジ
ョ
ン
が
80
年
に
発
表
さ

れ
、
全
米
最
高
位
30
位
に
ラ

ン
キ
ン
グ
。
卓
越
し
た
ボ
ー

カ
ル
技
術
と
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
持
ち
な
が
ら
も
親
し
み
や

す
い
音
楽
性
で
ポ
ッ
プ
分
野

で
も
人
気
を
博
し
、
こ
の
曲

を
足
が
か
り
に
同
グ
ル
ー
プ

は
大
き
く
飛
躍
し
た
出
世
作
。

 

聴
け
ま
す

 

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

 

45
回
転
の
名
盤 

442

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ゾ
ー
ン

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー

363：ＶＡＮ、社名の由来
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花
を
描
く
現
代
日
本
画
家
た
ち

郷
さ
く
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

　
現
代
日
本
画
の
専
門
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
郷
さ
く
ら
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︵
西
20
丁

目
５
０
１
番
地
︶
は
現
在
、
桜

や
梅
、
牡
丹
、
水
芭
蕉
な
ど
、

四
季
折
々
の
花
を
描
い
た
現
代

日
本
画
作
品
を
紹
介
す
る
﹁In 

Praise of B
lossom

s

﹂

展

を
開
催
し
て
い
る
。
同
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
母
体
で
あ
る
郷
さ
く
ら

美
術
館
︵
東
京
都
目
黒
区
︶
の

収
蔵
作
品
を
中
心
に
、
新
た
に

描
き
下
ろ
し
さ
れ
た
小
作
品
を

展
示
。
山
梨
県
の
身
延
山
、
久

遠
寺
境
内
に
あ
る
古
木
の
枝
垂

れ
桜
を
描
い
た
渡
辺
信
喜
の

﹁
春
宵
︵
し
ゅ
ん
し
ょ
う
︶﹂、

現
代
の
水
墨
画
表
現
を
探
求
し

て
描
か
れ
た
齋
藤
満
栄
の
﹁
白

牡
丹
﹂、
京
都
祇
園
に
流
れ
る

白
川
の
春
の
情
景
を
描
い
た
大

河
原
典
子
の
﹁
祇
園
白
川
﹂
な

ど
、
現
代
を
代
表
す
る
日
本
画

家
た
ち
の
作
品
が
鑑
賞
で
き

る
。 

３
月
27
日
︵
土
︶
ま
で
。

　
入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
火

〜
土
曜
の
正
午
か
ら
午
後
７
時

ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

渡
辺
信
喜
の
﹁
春
宵
﹂

２
１
２
・
７
４
１
・
２
１
２
０

ま

で
。

来

館

予

約

と

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トw
w

w
.

satosaku
ragallery

.com
を
参
照
す
る
。
ま
た
、
来
館
で

き
な
い
人
の
た
め
に
動
画
配
信

サ
イ
ト
で
の
作
品
紹
介
も
し
て

い
る
。
動
画
リ
ン
ク
は
以
下

w
w

w
.y

outube.com
/w

at
ch?v=hN

H
ric7X

C
2Q

&
fea

ture=youtu.be

　
小
説
す
ば
る
で
新
人
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
多
く
の
読
者
を
魅

了
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の

作
家
、
野
中
と
も
そ
の
大
人
気

小
説
﹁
宇
宙
で
い
ち
ば
ん
あ

か
る
い
屋
根
﹂
︵
光
文
社
文
庫

刊
︶
を
映
画
化
し
た
同
タ
イ
ト

ル
の
作
品
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
な
っ

た
。
監
督
は
藤
井
道
人
、
主

演
は
清
原
果
耶
、
桃
井
か
お

り
。
思
春
期
に
入
り
、
家
族
の

変
化
や
将
来
に
迷
い
は
じ
め
た

少
女
が
不
思
議
な
出
会
い
を
経

て
成
長
す
る
物
語
。
原
作
者
の

野
中
さ
ん
は
﹁
ま
っ
す
ぐ
ま
な

ざ
し
に
揺
れ
る
感
情
が
透
け
る

よ
う
な
清
原
さ
ん
の
佇
ま
い

に
、
あ
あ
、
つ
ば
め
が
い
る
！

と
。
そ
し
て
桃
井
か
お
り
さ
ん

の
星
ば
あ
も
亨
く
ん
も
両
親
も

皆
、
画
面
か
ら
は
み
出
る
く
ら

い
に
彼
ら
の
人
生
を
生
き
て
い

る
﹂
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

︵
関
連
記
事
11
面
に
︶。
ア
マ

ゾ

ン

日

本 D
V

D
&

B
lu-ray  

﹃
宇
宙
で
い
ち
ば
ん
あ
か
る
い

屋
根
﹄
で
検
索
、
購
入
可
能
。

価
格
な
ど
詳
細
はhttps://

w
w

w
.am

azon.co.jp/dp/
B

08LZD
Z3W

G
/

野中ともそ原作

宇宙でいちばんあかるい屋根
映画がＤＶＤに

　
ピ
ー
プ
ル
＆
ペ
イ
ン
テ

ィ

ン

グ
・

ギ

ャ

ラ

リ

ー

︵P
eo

p
le &

 P
ain

tin
g

s 
G

allery

︶
は
﹁
バ
ル
ナ
ラ
ブ

ル
︵V

ulnerable

︶﹂
と
い
う

テ
ー
マ
で
開
催
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
展
覧
会
の
出
展
作
品
を
募
集

し
て
い
る
。
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の

由
賀
子
︵Y

U
K

A
K

O

︶
さ
ん

は
﹁
直
訳
の
精
神
的
に
傷
つ
き

や
す
い
、
も
ろ
い
、
影
響
を
受

け
や
す
い
と
い
う
意
味
を
よ
り

掘
り
下
げ
た
、
心
の
繊
細
さ
か

ら
く
る
叫
び
声
や
深
い
愛
情
を

表
現
す
る
事
で
苦
し
ん
で
い
る

状
況
に
あ
る
人
達
と
共
感
し
、

励
ま
し
あ
っ
た
り
、
支
え
に
な

る
事
が
で
き
た
ら
、
と
い
う
願

い
と
希
望
が
込
め
ら
れ
た
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
も
の
﹂
と
話
し
て
い

る
。
応
募
費
用
は
１
点
に
つ
き

３
ド
ル
︵
２
月
６
日
ま
で
︶。

そ
れ
以
降
は
締
切
日
ま
で
︶
５

ド
ル
︵
３
月
５
日
ま
で
︶。
20

作
品
を
３
月
８
日
か
ら
19
日

ま
で
オ
ン
ラ
イ
ンr

展
示
す

る
。
詳
細
はhttps://w

w
w

.
p

eo
p

lea
n

d
p

a
in

tin
g

s.
c

o
m

/
e

x
h

ib
itio

n
s

/
vulnerable

オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
出
展
作
品
を
募
集

ピ
ー
プ
ル
＆
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.satosakuragallery.com
http://www.satosakuragallery.com
http://www.satosakuragallery.com
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
https://www.youtube.com/watch?v=EVm6ZEQt71c
https://www.bozubrooklyn.com/
www.youtube.com/watch?v=hNHric7XC2Q&feature=youtu.be
https://www.amazon.co.jp/dp/B08LZDZ3WG/
https://www.peopleandpaintings.com/exhibitions/vulnerable
https://america-keitai.com/


(3  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2021 年（令和 3 年）2 月 6 日（土）

２月 NY 日系人会の行事
COVID-19 により JAA への訪問者は
１．検温、マスクの着用、一定距離を保つこと、
　　手洗いや手の消毒。
２．ロビーは一回に 6 人、エレベーターは 4 人まで。
３．JAA ホールは 20 〜 30 人以下での使用をお願いします。

COVID-19 ワクチン情報
NY、NJ 在住の方
https://covid19vaccine.health.ny.gov/
https://covid19.nj.gov/pages/vaccine
COVID-19 ワクチンホットライン
1-833-697-4829（週 7 日、午前 7 時から午後 10 時まで）

定期クラス　生徒募集中！
火曜 1pm-4pm 書道クラス＠ JAA &amp; via ZOOM （水曜）
金曜 1:15pm-3:00pm JAA コーラス via ZOOM

■ 2 月のプロジェクト弁当
　4 日（木）マンハッタン地区＆イザベラハウス「日本クラブ」

からのお弁当、11 日（木）クイーンズとルーズベルト島は「べ
んとおん」、ブルックリンは「和参」からのお弁当

■ 8 日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」　田原
ミチさん、津田やすこさんと小林はるかさんが行う。各 30 分。
要予約

■ 11 日（木）10am-12pm 「笠野玲子弁護士による無料電話法
律相談」笠野玲子弁護士が移民法以外の諸問題の相談に答え
る。各 30 分。要予約

■ 15 日（月）President Day のためＪＡＡはお休み
■ 18 日（木）10am-12pm 「三木克己弁護士による移民法の無

料電話相談室」各 15 分。要予約
■ 18 日（水）1pm-5pm 「大島襄米国公認会計士による 2020

年度税金申告の無料電話相談」各 30 分。要予約
■ 19 日（金）10:45am-11:30am アップルキッズ企画「井上

昌子先生による親と子のリトミッククラス at JAA and via 
ZOOM」10:45-11:30：1 歳〜 3 歳　参加費＄5　JAA ホール
では 5 組の親子が参加できる。要予約。ズームでの参加者も
メールまたは電話にて申し込みが必要。

■ 25 日（木）10:30am-12:00pm 「ズームクラス」オンライン
イベントが多くなったので、ズームを使えるようにしましょ
う！定員 15 〜 20 人　各自携帯、Iphone, ipad 等を持参する。
要予約。この後、ズームで敬老会を楽しみましょう！

■ 25 日（木）1pm-2pm「オンラインひなまつり敬老会」最初
に三上クニさんの伴奏でひな祭りの歌を歌いましょう！落語
家・柳家東三楼さんも登場。JAA ホールには 15 人〜 20 人
が参加可能。加藤静子さんが、お雛様を飾る。要予約
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49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org
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メ
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は
い
、
例
年
通
り
の
厳
し
い

寒
さ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
？
　

　
こ
の
季
節
大
い
に
頼
り
に
な

り
ま
す
の
が
伝
統
的
な
製
法
で

し
っ
か
り
と
編
ま
れ
た
ウ
ー
ル

や
カ
シ
ミ
ア
な
ど
天
然
繊
維
を

用
い
た
セ
ー
タ
ー
と
、
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
た
合
成
繊
維
で

作
ら
れ
た
ダ
ウ
ン
・
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
な
ど
と
の
組
み
合
わ
せ
。
温

か
さ
と
軽
さ
に
優
れ
て
い
て
い

い
で
す
よ
ね
。
私
の
場
合
、
多

少
の
重
さ
は
気
に
な
ら
ず
、
ダ

ウ
ン
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
よ
り
も
っ

と
昔
か
ら
あ
る
ダ
ッ
フ
ル
・
コ

ー
ト
や
ピ
ー
・
コ
ー
ト
を
着
こ

み
、
帽
子
を
被
っ
て
お
と
な
し

め
の
タ
ー
タ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク
の

マ
フ
ラ
ー
を
巻
く
こ
と
が
多
い

で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
主
旨
か
ら
少
し
外
れ

ま
す
が
、
首
廻
り
に
マ
フ
ラ
ー

を
巻
い
て
帽
子
を
被
る
と
思
い

の
外
温
か
い
も
の
。
人
間
は
頭

と
首
か
ら
放
熱
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
２
か
所
を
キ
チ
ン
と

覆
っ
て
上
げ
ま
す
と
コ
ー
ト
1

枚
分
温
か
い...

と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ

さ
い
。

　
さ
て
、
中
に
着
込
み
ま
す
カ

シ
ミ
ア
素
材
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
や
や
デ
リ
ケ
ー
ト
な
繊
維

で
も
あ
り
、
僕
の
様
な
﹁
ガ
テ

ン
で
ガ
サ
ツ
な
男
﹂(

笑)

に

は
向
い
て
い
な
い
面
も
な
い
で

は
な
い
の
で
す(

笑)

。
そ
ん

な
時
頼
り
に
な
る
の
が
、
羊
毛

に
少
し
油(

ラ
ノ
リ
ン)

を
残

し
、
太
く
編
ま
れ
た
糸
で
ザ
ッ

ク
リ
、だ
け
で
な
く
ガ
ッ
シ
リ
、

し
っ
か
り
と
編
ま
れ
た
、
そ
し

て
前
部
に
ケ
ー
ブ
ル
編
み
や
ダ

イ
ヤ
柄
な
ど
が
あ
し
ら
わ
れ
た

生
成
り
色
の
セ
ー
タ
ー
。
こ
の

様
な
セ
ー
タ
ー
が
一
般
に
ア
ラ

ン
・
セ
ー
タ
ー
あ
る
い
は
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・
セ
ー
タ
ー

と
呼
ば
れ
て
い
る
、
丈
夫
で
温

か
な
セ
ー
タ
ー
な
の
で
す
。

　
ア
ラ
ン
と
は
島
の
名
前
で
す

が
、
通
常
こ
の
様
な
セ
ー
タ
ー

は
英
国
製
、
つ
ま
り
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
製
、
ま
た
は
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
製
と
い
う
の
が
相
場
な
の

で
す
が
、
こ
の
ア
ラ
ン
／
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・
セ
ー
タ
ー
、

実
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
そ
の
ル

ー
ツ
が
あ
る
の
で
す
。
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
に
詳
し
い
方
は
、﹁
そ

ん
な
こ
と
な
い
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
に
ア
ラ
ン
島
は
あ
る
、
大

き
な
島
で
す
よ
﹂
と
言
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
の
通
り
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
ア
ラ
ン
島

は
あ
り
ま
す
が
、
実
は
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
に
も
あ
る
の
で
す
。
そ

で
漁
業
で
細
々
と
生
計
を
立
て

て
い
る
島
民
の
生
活
を
淡
々
と

描
い
て
お
り
ま
し
た
。

　
ア
ラ
ン
・
セ
ー
タ
ー
に
関

す
る
伝
説
で
、
6
世
紀
か
ら

云
々.....

と
言
っ
た
説
が
か
つ

て
流
布
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

長
年
の
調
査
の
結
果
、
現
在
の

様
な
セ
ー
タ
ー
と
な
り
始
め
た

の
は
19
世
紀
後
半
、
ほ
ぼ
完
成

し
た
の
が
第
二
次
世
界
大
戦
を

挟
ん
で
の
１
９
３
０
年
代
半
ば

か
ら
１
９
４
０
年
代
後
半
だ
っ

た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
原
型
と
な
っ
た
の
が
英
仏
海

峡
に
あ
っ
て
や
は
り
漁
が
盛
ん

なG
uernsey Island

ガ

ー

ン
ジ
ー
島
の
漁
師
た
ち
に
着
ら

れ
て
い
た
ブ
ル
ー
の
ケ
ー
ブ
ル

編
み
の
セ
ー
タ
ー 

だ
っ
た
と

言
わ
れ
、
ア
ラ
ン
島
の
あ
る
女

性
が
、
お
子
さ
ん
が
キ
リ
ス
ト

教
の
洗
礼
を
受
け
る
際
、
生
成

り
の
糸
で
セ
ー
タ
ー
を
編
ん
で

着
さ
せ
た
ら
大
変
評
判
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
、
そ
こ
か
ら
評
判

が
広
ま
っ
て
い
っ
た
そ
う
な
の

で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
移
民
の
歴
史
は
差
別
を

受
け
、
白
人
な
が
ら
大
変
な
苦

労
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
真
面
目
に
働
い
て
、
官
職
に

つ
く
方
が
多
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
警
察
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
に
お

い
て
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民

の
エ
メ
ラ
ル
ド
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

は
最
大
の
組
織
で
す
ね
。
消
防

署
︵
Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
︶
で
も
そ
の

事
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
第
二

次
世
界
大
戦
後
か
ら
15
年
余
、

１
９
６
１
年
に
ア
メ
リ
カ
の
歴

史
始
ま
っ
て
以
来
の
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
系
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
大

統
領
が
誕
生
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｆ

Ｋ
こ
と
、
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｆ
・
ケ

ネ
デ
ィ
大
統
領
で
す
。
そ
し

て
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
素
朴
で
丈
夫
で
温
か
い

ア
ラ
ン
・
セ
ー
タ
ー
が
ア
メ
リ

カ
市
場
で
大
ヒ
ッ
ト
、
ブ
ー
ム

と
な
っ
た
の
で
し
た
。
偶
然
だ

っ
た
の
か
、
否
か
？
ピ
カ
ソ
ら

芸
術
家
や
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
マ
ッ

ク
イ
ー
ン
は
じ
め
ハ
リ
ウ
ッ
ド

で
も
流
行
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
比
べ
て
衣

類
の
﹁
名
産
品
﹂
が
あ
り
そ
う

で
な
か
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系

移
民
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
プ

ラ
イ
ド
を
く
す
ぐ
る
吉
報
と
も

な
っ
た
の
で
し
た
。
そ
れ
で
は

ま
た
次
回
。

　
け
ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表

を
経
て
、
ト
ム
・
ジ
ェ
ー
ム

ス
．
カ
ン
パ
ニ
ー
で
カ
ス
タ
ム

テ
ー
ラ
ー
の
か
た
わ
ら
、
紳
士

服
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。

１
９
５
９
年
生
ま
れ
。

れ
ぞ
れA

rran

、A
ran

と
綴

り
ま
す
。
そ
し
て
フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
マ
ン
ズ
・
セ
ー
タ
ー
の

ア
ラ
ン
と
言
え
ば
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
のA

ran

ア
ラ
ン
島
な

の
で
す
ね
。
英
語
で
はA

ran 
Islands

と
複
数
、
群
島
な
の

で
す
。
首
都
ダ
ブ
リ
ン
か
ら
真

西
に
約
５
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
北
太
西
洋
に
出
ま
す
が
、
そ

の
沖
合
に
あ
る
群
島
が
ア
ラ
ン

諸
島
。

　
こ
の
島
々
は
１
９
３
４
年
に

ロ
バ
ー
ト
・
Ｊ
・
フ
ラ
ハ
テ

ィ
監
督
が“

M
an of A

ran”

と
い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を

撮
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
も
そ
の

名
が
知
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し

た
。
草
木
も
あ
ま
り
生
え
て
い

な
い
荒
涼
と
し
た
ア
ラ
ン
諸
島

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・
セ
ー
タ
ー

NY相談サービスデスク開設のお知らせ
　
コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
昨
今
、
ア
メ
リ
カ
の
高
い
医
療
費
に
将
来
の
ア

メ
リ
カ
で
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
は
、
日
本
帰
国
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る

サ
ー
ビ
ス
﹁ FURUSA

TO
 PRO

JEC
T

﹂
の
一
員
と
し
て
、
Ｎ
Ｙ
相
談
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
を
開

設
い
た
し
ま
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
﹁
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
か
ざ
ぐ
る
ま
﹂

が
日
本
全
国
に
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
、
皆
様
が
想
像
す
る
﹁
日
本
で
過

ご
す
幸
せ
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
﹂
の
実
現
の
お
手
伝
い
を
全
力
で
し
て
参
り
ま
す
。

「FU
R
U
S
A
T
O
 P
R
O
J
E
C
T

」

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
無
料
会
員
募
集
！

　
今
後
弊
社
で
は
、
日
本
の
専

門
家
に
よ
る
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
の
定
期
的
な
開
催

︵
将
来
的
に
コ
ロ
ナ
が
安
全
に

な
れ
ば
実
際
に
会
場
を
借
り
て

の
Ｎ
Ｙ
セ
ミ
ナ
ー
も
検
討
︶
を

は
じ
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
様
々
な

情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す

が
、
一
方
通
行
な
情
報
提
供
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
実
際
に
Ｎ
Ｙ

地
区
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
同

士
が
お
困
り
に
な
っ
て
い
る
悩

み
を
シ
ェ
ア
し
た
り
情
報
交
換

が
で
き
る
﹁
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
﹂
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
に
際
し
て
、
た
だ
い
ま
会
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
登
録
い
た
だ

き
ま
す
と
、
役
立
つ
情
報
を
こ

ま
め
に
得
ら
れ
る
ほ
か
、
個
人

相
談
で
ご
希
望
に
添
っ
た
具
体

的
な
情
報
︵
一
部
有
料
︶
も
入

手
で
き
ま
す
。

＊
注
：
帰
国
支
援
サ
ー
ビ

ス
﹁F

U
R

U
SA

T
O

 P
R

O
J-

E
C

T

﹂
は
、
特
定
の
介
護
施
設

へ
の
契
約
獲
得
を
目
的
に
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
い

ま
し
て
、
日
本
帰
国
後
も
ご
自

宅
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
﹁
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ア
ダ
ル
ト
﹂
の
皆
様

の
会
員
登
録
も
大
歓
迎
で
す
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECTについてのお問い合わせ、
NYコミュニティ（無料）会員登録については、
NY相談デスク担当／ニューヨーク生活プレス社

社長　久松　茂まで、Eメールでご連絡ください。

hisamatsu@nyseikatsu.com

お申し込み・お問い合わせ：FURUSATO PROJECTニューヨークサービスデスク／

週刊NY生活　業務責任者・社長　久松　茂まで　hisamatsu@nyseikatsu.com

FURUSATO PROJECT　オンライン・ワークショップのお知らせ
FURUSATO PROJECTでは、ニューヨークコミュニティ無料会員の方を対象に、月に一度のペースで、

全7回シリーズの、少人数制オンライン・ワークショップを開催しています。次回の開催は下記の通りです。

第3回　これからのアクティブアダルトの日米比較【お金編】
〜日本での生活はどれだけお金がかかるのか？〜

今回のテーマはずばり「お金」。これからの人生をどのように過ごすか考える上でとても重要なポイント
です。今回は、現時点での収入と支出のチェック方法と、日本での生活にかかるお金を日米比較もしなが
ら、レクチャーとディスカッションを行います。  

開催日時：2021年2月18日（木）

　米国東部時間午後7時-8時

ファシリテーター： FURUSATO PROJECT

　代表理事・青木幸司

　事務局長・平田裕也

　医療コンシェルジュ・加藤千晴

定員に達したため、
ウェイティング登録受付中

1992 年、セント・パトリックデーでアラン・セーターを着た
エド・コッチ市長。画面左は日本航空ニューヨーク支店

https://covid19vaccine.health.ny.gov/
https://covid19.nj.gov/pages/vaccine
tel:212-840-6942
mailto:info@jaany.org
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://www.samuraimama.com/
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全
米
で
初
と
な
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
キ
ッ
ト
の
自

動
販
売
機
が
こ
の
ほ
ど
、
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
に
設
置
さ
れ
た
。 

　
同
自
動
販
売
機
を
開
発
し
た

の
は
、
科
学
と
医
療
に
特
化
し

た
社
会
起
業
家
た
ち
が
発
足
し

た
団
体
﹁
ウ
ェ
ル
ネ
ス
４
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
テ
ィ
﹂
で
、
第
１
台
目

は
、
西
34
丁
目
２
２
５
番
地
の

同
団
体
が
運
営
す
る
実
店
舗
前

に
設
置
さ
れ
た
。
販
売
す
る
検

査
キ
ッ
ト
﹁
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
・

サ
ラ
イ
ヴ
ァR

T
-PC

R

検
査

︵
自
宅
用
唾
液
検
査
︶﹂
は
１
セ

ッ
ト
当
た
り
１
１
９
ド
ル
と
低

額
で
は
な
い
。
し
か
し
現
在
の

相
場
１
２
９
〜
１
４
９
ド
ル
よ

り
も
安
く
、
検
査
場
で
長
時
間

待
つ
必
要
が
な
く
、
携
帯
電
話

で
無
接
触
で
支
払
い
が
で
き
る

な
ど
の
利
点
が
あ
る
。
精
度
も

99
％
と
高
い
と
い
う
。
使
用
方

法
は
、
採
取
し
た
唾
液
を
プ
リ

ペ
イ
ド
の
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
の
発

送
ラ
ベ
ル
を
使
っ
て
検
査
ラ
ボ

に
送
り
、
結
果
は
48
時
間
後
に

わ
か
る
。 

　
同
団
体
の
共
同
創
立
者
の
ひ

と
り
で
あ
る
リ
ア
ン
・
グ
エ
ン
・

フ
ァ
ム
氏
は
、
香
港
や
英
国
で

は
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
一

環
と
し
て
、
人
口
の
多
く
混
雑

し
た
地
域
に
同
様
の
自
動
販
売

機
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
て
、自
宅
で
安
全
、

便
利
に
受
け
ら
れ
る
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
た
検
査
の
実

現
を
考
案
し
た
と
い
う
。
今
後

は
Ｎ
Ｙ
市
内
で
は
、
地
下
鉄
駅

構
内
、
ホ
テ
ル
、
飛
行
場
、
劇

場
、
大
学
構
内
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
な
ど
に
設
置
場
所
を

拡
大
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
15
分
で
結
果
が
分
か

り
臨
床
検
査
の
正
確
さ
を
示
す

﹁
特
異
度
﹂
が
１
０
０
％
と
い

う
ト
ラ
ス
ト
パ
ス
社
の
﹁
ラ
ピ

ッ
ド
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
﹂
の
導
入
も
検
討
し

て
い
る
と
い
う
。

コ
ロ
ナ
検
査
自
販
機

登
場

全
米
初
で
Ｎ
Ｙ
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に

　
文
化
庁
と
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
︵
Ｊ
Ｓ
︶
は
５

日
︵
金
︶
か
ら
25
日
︵
木
︶
ま

で
Ａ
Ｃ
Ａ
シ
ネ
マ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
２
０
０
１
〜
２
０
２
０
と

題
し
て
日
本
映
画
特
集
を
共
催

し
、
米
国
で
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

す
る
。
上
映
作
品
は
過
去
20
年

の
中
か
ら
特
に
注
目
す
べ
き
実

写
映
画
や
監
督
作
を
1
年
1
本

と
い
う
形
で
選
定
。
低
予
算
の

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
作
品
か

ら
、
大
手
映
画
会
社
の
作
品
、

各
国
映
画
祭
で
評
価
の
高
い
監

督
や
作
品
、
長
編
か
ら
短
編
ま

で
近
年
の
日
本
映
画
の
幅
広
い

作
品
群
を
北
米
の
観
客
に
向
け

て
紹
介
す
る
。

 

　
世
界
三
大
映
画
祭
の
一
つ
、

カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
は
す
で

に
常
連
と
な
っ
た
是
枝
裕
和
監

督
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ド
ラ
マ

﹃
空
気
人
形
﹄︵
２
０
０
９
年
︶、

２
０
１
４
年
カ
ン
ヌ
国
際
映
画

祭
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門

に
正
式
出
品
の
河
瀬
直
美
監
督

﹃
２
つ
目
の
窓
﹄、
作
者
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
の
戦
争
体
験
を
基
に

し
た
大
岡
昇
平
の
小
説
を
原
作

と
す
る
塚
本
晋
也
監
督﹃
野
火
﹄

︵
２
０
１
５
年
︶、
橋
口
亮
輔
監

督
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
テ
ー
マ
と
し

た
先
駆
的
コ
メ
デ
ィ
作
品
﹃
ハ

ッ
シ
ュ
！
﹄︵
２
０
０
１
年
︶、

２
０
２
０
年
ト
ロ
ン
ト
国
際
映

画
祭
で
最
新
作
﹃
す
ば
ら
し
き

世
界
﹄が
プ
レ
ミ
ア
上
映
さ
れ
、

話
題
と
な
っ
た
西
川
美
和
監
督

の
作
品
で
、
カ
ン
ヌ
国
際
映
画

祭
・
監
督
週
間
正
式
出
品
﹃
ゆ

れ
る
﹄︵
２
０
０
６
年
︶
な
ど
、

国
際
的
知
名
度
の
高
い
作
家
た

ち
の
作
品
が
視
聴
で
き
る
貴
重

な
機
会
と
な
る
。

　
ま
た
特
別
に
２
０
２
０
年
の

最
新
作
2
本
を
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
と
共
に
上
映
。﹃
愛

の
む
き
だ
し
﹄
な
ど
で
カ
ル
ト

的
人
気
を
誇
る
園
子
温
監
督
最

新
作
﹃
エ
ッ
シ
ャ
ー
通
り
の
赤

い
ポ
ス
ト
﹄
は
米
国
プ
レ
ミ
ア

と
し
て
上
映
。
直
木
賞
作
家
・

島
本
理
生
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
な
内
容
が
話
題
と
な
っ
た
小

説
を
映
画
化
、
夏
帆
、
妻
夫
木

聡
共
演
の
﹃R

ed

﹄︵
三
島
有

紀
子
監
督
︶
も
米
国
プ
レ
ミ
ア

上
映
と
な
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

で
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
ま
ま
な
ら

な
い
中
で
、
久
々
に
Ｊ
Ｓ
ら

し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
復
活
だ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
上
映
︵
有

料
・
一
部
無
料
︶
申
し
込
み
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://film

.
japansociety.org

日
本
映
画
20
年
の
ベ
ス
ト

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
が
文
化
庁
と
共
催

『ジョゼと虎と魚たち』（犬童一心）2003 年

　
ジ
ェ
ト
ロ
は
１
月
27
日
、﹁
日

本
・
米
国
間
の
渡
航
制
限
に 

関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
﹂
を
開
催
し
た
。
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ 

ト
ラ
ベ
ル
の
小
宮
昇
司
氏
が
講

師
と
し
て
解
説
し
た
。
当
日
は

日
本
へ
の
入
国
条
件
、
各
社
の

フ
ラ
イ
ト
状
況
、
航
空
会
社
別

変
更
料
免
除
規
定
、
航
空
会
社

の
コ
ロ
ナ
対
策
、
日
本
入
国
時

の
提
出
書
類
、
日
本
到
着
後
の

流
れ
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

▽
日
本
へ
の
入
国
条
件
＝
日
本

へ
の
入
国
が
認
め
ら
れ
て
い
る

の
は
日
本
国
籍
者
も
し
く
は 

﹁
永
住
者
﹂﹁
定
住
者
﹂﹁
日
本

人
の
配
偶
者
等
﹂
及
び 

﹁
永
住

者
の
配
偶
者
等
﹂
の
在
留
資
格

保
持
者
の
み
。 

■
検
査
陰
性
証
明
が
必
要

　
出
発
地
・
国
籍
を
問
わ
ず
、

日
本
へ
入
国
す
る
す
べ
て
の
人

は 

出
発
前
72
時
間
以
内
の
検

査
陰
性
証
明
の
取
得
が
必
要
。

■
国
内
線
乗
り
継
ぎ
不
可

 

検
疫
に
関
す
る
﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
質

問
票
﹂
の
提
出
が
必
要 (

成
田
・

羽
田
・
関
空
・
名
古
屋
空
港
か

ら
の
入
国
の
場
合
︶、
国
際
線

か
ら
日
本
国
内
線
へ
の
乗
継
ぎ

不
可
。 (

検
査
が
陰
性
の
場
合

も
14
日
間
は
公
共
交
通
機
関

の
利
用
は
不
可)

ハ
イ
ヤ
ー
の

料
金
目
安
は
、
羽
田
空
港
か
ら

東
京
23
区
内
が
１
５
０
ド
ル
ほ

ど
、
羽
田
空
港
か
ら
神
奈
川
県

横
浜
市
ま
で
が
１
９
５
ド
ル
ほ

ど
、
関
西
空
港
か
ら
大
阪
市
内

が
２
７
０
ド
ル
ほ
ど
。

日
米
渡
航
制
限
セ
ミ
ナ
ー

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ジ
ェ
ト
ロ
が
開
催

Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ
ト
ラ
ベ
ル
が
解
説

　
聴
講
者
か
ら
の
主
な
事
前
質

問
と
回
答
は
次
の
通
り
。

Ｑ
１
　
米
国
︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︶

で
陰
性
証
明
を
と
る
た
め
の
検

査
と
し
て
、 

①
安
価
な
方
法
、

②
素
早
く
証
明
が
取
得
で
き
る

方
法
と
し
て
は
、
ど
こ
で
受
け

る
の
が
よ
い
か
。

Ａ
　
検
査
機
関
に
つ
い
て
は
、

検
査
結
果
判
明
ま
で
の
時
間
も

流
動
的
、
か
つ
料
金
も
異
な
る

た
め
、 

領
事
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
見
る
か
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ 

ト

ラ
ベ
ル
ま
で
問
い
合
わ
せ
れ
ば

可
能
な
限
り
調
べ
る
。

Ｑ
２
　
日
本
に
入
国
の
際
、
検

査
証
明
書
は
原
紙
で
の
提
出
が

必
要
か
。

Ａ
　
原
本
も
し
く
は
コ
ピ
ー
ど

ち
ら
で
も
受
付
可
能
だ
が
、
検

疫
に
て
回
収
さ
れ
る
の
で
必
ず

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
持
参
す

る
こ
と
。 

Ｑ
３
　
今
後
の
渡
航
で
は
ワ
ク

チ
ン
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必

要
に
な
る
可
能
性
は
あ
る
か
？ 

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
に
対
す
る
今

後
の
渡
航
に
関
す
る
制
限
緩
和

な
ど
は
あ
る
か
。 

Ａ
　
現
時
点
で
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
者
、
未
接
種
者
も
同
じ
対
応

方
法
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
４
　
日
本
か
ら
米
国
に
着
い

て
か
ら
、
自
宅
ま
で
帰
る
ま
で

の
交
通
手
段
と
し
て
、 

タ
ク
シ

ー
や
ウ
ー
バ
ー
は
使
え
る
か
？
　

日
本
の
よ
う
に
ハ
イ
ヤ
ー
で
の

移
動
の
み
な
ど
制
限
は
あ
る

か
？

Ａ
　
タ
ク
シ
ー
や
ウ
ー
バ
ー
も

使
え
、
特
に
ハ
イ
ヤ
ー
で
あ
る

必
要
は
な
い
。

Ｑ
５ 

も
し
帰
国
の
際
、
家
族

の
中
で
親
だ
け
陽
性
と
出
て
症

状
が
な
い
場
合
、
親
は
ど
う

な
り
、
子
供
達
は
ど
う
な
る
の

か
。 

子
供
連
れ
の
場
合
＝
親

は
陰
性
、
子
供(

幼
児)

は
陽

性
だ
っ
た
場
合
、
陰
性
の
親
も

一
緒
に
隔
離
ホ
テ
ル
に
行
け
る

の
か
、 

ま
た
そ
こ
で
の
親
の
滞

在
費
用
は
公
費
負
担
に
な
る
の

か
？ 
子
供
連
れ
の
場
合
＝
親

は
陽
性
、
子
供(

幼
児)

は
陰

性
だ
っ
た
場
合
子
供
だ
け
入
国

で
き
て
も
引
き
取
り
先
の
無
い

場
合
は
？

Ａ
　
親
＝
陰
性
、
子
＝
陽
性
の

場
合
、
検
疫
官
が
親
の
同
伴
を

許
可
す
る
場
合
は
、 

子
供
と
同

じ
部
屋
で
の
隔
離(

療
養)

と

な
り
、全
て
公
費
負
担
と
な
る
。 

　

　
親
＝
陽
性
、
子
＝
陰
性
の
場

合
、
日
本
国
内
の
家
族
・
親
戚

な
ど
に
子
供
を
預
け
る
事
が
不

可
能
で
あ
れ
ば
、
子
供
が
感
染

し
て
陽
性
に
な
る
リ
ス
ク
が
あ

る
こ
と
を
了
承
し
た
上
で
、
陽

性
の
親
と
同
じ
部
屋
で
の
隔
離

︵
療
養
︶
が
可
能
。

聴
講
者
か
ら
の
Ｑ
＆
Ａ

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
が
１
月
31

日
に
発
表
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
統
計
デ
ー
タ

で
、
黒
人
な
ど
の
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
の
接
種
率
が
白
人
に
対
し

低
い
水
準
に
留
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　
昨
年
末
の
接
種
開
始
以
来

の

７

週

間

で
、

１

回

以

上

接
種
し
た
市
内
在
住
者
は

29
万
７
１
６
６
人
で
、
白
人
が

接
種
率
48
％
、
ア
ジ
ア
系
と
ラ

テ
ン
系
が
と
も
に
接
種
率
15

％
、
黒
人
は
接
種
率
11
％
だ
っ

た
。
市
の
人
口
比
率
は
白
人
29

％
、
ア
ジ
ア
系
７
％
、
ラ
テ
ン

系
34
％
、
黒
人
28
％
。

　
ま
た
、
市
外
在
住
者
の
接
種

は
９
万
４
３
０
１
人
だ
っ
た

が
、
そ
の
接
種
率
も
白
人
が
59

％
、
ア
ジ
ア
系
が
11
％
、
ラ
テ

ン
系
10
％
、黒
人
７
％
だ
っ
た
。

市
は
27
日
、
一
部
の
特
設
会
場

で
接
種
の
対
象
を
市
民
に
限
定

し
た
。

　
デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
は
﹁
明
ら

か
に
深
刻
な
差
が
あ
る
。
特
に

非
白
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

は
︵
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
︶
不

信
感
と
躊
躇
と
い
う
深
刻
な
問

題
が
あ
る
﹂
と
し
た
上
で
﹁
最

大
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

人
々
に
十
分
な
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
﹂と
懸
念
を
表
明
、

６
つ
の
優
先
地
域
を
設
定
し
て

接
種
を
推
進
す
る
と
述
べ
た
。

市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
こ
れ
ま

で
の
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
だ
け

で
な
く
10
の
言
語
で
読
め
る
よ

う
に
す
る
。

　
黒
人
な
ど
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

の
接
種
率
が
白
人
に
比
べ
低
い

こ
と
は
全
米
的
な
傾
向
で
、
人

口
統
計
デ
ー
タ
が
利
用
可
能
に

な
っ
た
少
な
く
と
も
23
の
州
で

は
、
白
人
は
黒
人
よ
り
も
２
倍

ま
た
は
そ
れ
以
上
の
割
合
で
予

防
接
種
を
受
け
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ク
オ
モ

知
事
は
31
日
、
州
は
29
日
ま
で

に
連
邦
政
府
か
ら
受
け
取
っ
た

最
初
の
配
給
の
１
７
０
万
回
分

す
べ
て
を
接
種
し
終
え
、
２
月

第
１
週
に
到
着
す
る
予
定
の

25
万
４
０
０
回
分
の
接
種
を
開

始
す
る
と
述
べ
た
。
州
は
配
給

が
予
定
さ
れ
て
い
る
分
し
か
予

約
を
受
け
付
け
な
い
よ
う
接
種

会
場
や
病
院
に
指
示
し
て
い

る
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
毎
週

の
割
り
当
て
を
増
や
す
と
し
て

い
る
が
、
隣
州
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
も
供
給
不
足
が
続
い

て
い
る
状
態
だ
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
31
日
時

点
で
の
州
の
陽
性
率
は
４
・
44

％
と
依
然
高
水
準
だ
が
、
12
月

初
旬
以
来
の
最
低
値
と
な
っ

た
。
23
日
間
連
続
で
減
少
が
見

ら
れ
、
こ
の
傾
向
は
続
く
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。
年
末
の
パ
ー

テ
ィ
ー
シ
ー
ズ
ン
で
の
感
染
拡

大
が
終
わ
っ
た
こ
と
と
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
か
と
見
ら
れ
て
い
る
。
65
歳

以
上
の
人
、
医
療
従
事
者
、
教

師
が
優
先
的
に
受
け
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
に
格
差

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
低
水
準

http://film.japansociety.org
https://mikoto-inc.com/teiougaku-business/
http://www.919usa.com
http://www.rostamilaw.com
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人種差別と戦う
　
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
系

人
強
制
収
容
の
不
当
性
を
訴
え

た
権
利
擁
護
活
動
家
、
フ
レ
ッ

ド
・
コ
レ
マ
ツ
氏
︵
１
９
１
９

年
〜
２
０
０
５
年
︶
の
誕
生

日
に
当
た
る

1
月

30
日
を

２
０
１
７
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
が
記
念
日
と
し
た
の
を
受
け

同
日
、
民
間
人
権
団
体
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
デ
ー
・
オ
ブ
・
リ

戦
時
日
系
強
制
収
容

勝
ち
取
っ
た
勇
気

メ
ン
バ
ラ
ン
ス
主
催
の
記
念
式

典
と
昨
年
東
海
岸
で
二
例
目
と

な
る
記
念
日
が
制
定
さ
れ
た
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ォ
ー

ト
・
リ
ー
区
で
オ
ン
ラ
イ
ン
の

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

　
フ
ォ
ー
ト
・
リ
ー
の
式
典
は
、

同
区
在
住
日
系
人
の
人
権
活
動

家
、
古
本
武
司
さ
ん
︵
不
動
産

会
社
社
長
︶
が
呼
び
か
け
た
。

　
１
９
８
０
年
に
ジ
ミ
ー
・
カ

ー
タ
ー
大
統
領
は
、
戦
時
に
お

け
る
民
間
人
の
転
住
・
抑
留
に

関
す
る
委
員
会
を
設
置
し
、
第

二
次
世
界
大
戦
中
の
日
系
人
の

強
制
収
容
に
関
す
る
調
査
を
行

う
よ
う
命
じ
、
委
員
会
は
日
系

人
へ
の
強
制
収
容
を
、﹁
人
種

差
別
や
戦
時
下
の
ヒ
ス
テ
リ

ー
、
及
び
政
治
指
導
者
の
失

敗
﹂
に
よ
り
起
こ
っ
た
も
の
だ

と
結
論
づ
け
た
。
１
９
８
８
年

に
は
、
合
衆
国
議
会
に
お
い
て

戦
時
中
の
強
制
収
容
に
対
す
る

謝
罪
と
補
償
が
制
定
さ
れ
、
レ

ー
ガ
ン
政
権
下
に
存
命
中
の
者

に
一
人
当
た
り
２
万
ド
ル
の
賠

償
金
を
支
払
う
こ
と
が
決
定
し

た
。
１
９
９
８
年
に
コ
レ
マ
ツ

氏
は
、
こ
れ
に
貢
献
し
た
と
し

て
米
国
に
お
け
る
文
民
向
け
の

最
高
位
の
勲
章
で
あ
る
大
統
領

自
由
勲
章
を
受
章
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ト
・
リ
ー
の
式
典
で

古
本
さ
ん
は
１
９
９
３
年
に
ビ

ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
日

系
強
制
収
容
を
正
式
に
謝
罪
し

た
時
の
文
章
を
読
み
上
げ
た
。

戦
時
中
の
41
年
に
ツ
ー
ル
レ
ー

ク
に
あ
っ
た
日
系
人
強
制
収
容

所
で
生
ま
れ
た
古
本
さ
ん
は
71

年
に
ア
メ
リ
カ
兵
と
し
て
戦
っ

た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
か
ら
帰
還
、

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら

も
妻
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
さ
ん
の
献

身
的
な
看
病
で
立
ち
直
っ
た
退

役
軍
人
の
立
場
か
ら
も
戦
争
と

差
別
反
対
を
訴
え
た
。

　
ま
た
式
典
で
は
ス
ー
ザ
ン
大

沼
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
会
長
が
コ
レ

マ
ツ
氏
の
業
績
を
讃
え
る
と
共

に
﹁
未
来
を
担
う
若
者
た
ち
に

一
人
の
勇
気
が
世
の
中
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
伝
え

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
﹂

と
話
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
山

野
内
勘
二
大
使
は
コ
レ
マ
ツ
氏

を
﹁
日
米
が
共
有
す
る
価
値
観

で
あ
る
自
由
、
民
主
主
義
、
社

会
正
義
、
人
権
尊
重
と
い
う
言

葉
を
体
現
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
で

あ
る
﹂
と
し
、﹁
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
で
も
近
く
記
念
日
が

制
定
さ
れ
る
と
聞
い
て
嬉
し
く

思
う
﹂
と
述
べ
た
。

　
式
典
で
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
政
府
関
係
者
側
か
ら
フ
ォ

ー
ト
・
リ
ー
郡
常
任
委
員
会
議

長
の
ジ
ョ
セ
フ
・
サ
ー
ビ
エ
リ

氏
︵
古
本
氏
代
読
︶、
州
上
院

議
員
ジ
ョ
セ
フ
・
レ
ガ
ー
ナ

氏
、
州
下
院
議
員
の
ラ
ジ
・
マ

ケ
ル
ジ
氏
、
州
下
院
議
司
法
委

員
会
議
長
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ヴ
ェ

レ
リ
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述

べ
た
。

フレッド・コレマツ氏

ＮＹ総領事山野内大使

古
本
氏

大
沼
氏

レ
ガ
ー
ナ
氏

マ
ケ
ル
ジ
氏

ヴ
ェ
レ
リ
氏

フレッド・コレマツ記念日

NYとNJで式典開催

　
米
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
ー
マ
ン

ズ
・
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
︵
Ｎ
Ｗ

Ｓ
Ｌ
︶
所
属
の
ノ
ー
ス
・
カ
ロ

ラ
イ
ナ
・
カ
レ
ッ
ジ
は
１
月
28

日
、
女
子
プ
ロ
テ
ニ
ス
の
大
坂

な
お
み
選
手
が
同
チ
ー
ム
の
共

同
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た
こ
と
を

発
表
し
た
。 

　
Ｎ
Ｃ
州
ケ
ー
リ
ー
を
拠
点
と

す
る
同
チ
ー
ム
は
、
実
業
家
の

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
マ
リ
ッ
ク
氏
が

プ
ロ
女
子
チ
ー
ム
の
ウ
ェ
ス
タ

ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ラ

ッ
シ
ュ
か
ら
Ｎ
Ｗ
Ｓ
Ｌ
の
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
権
を
取
得
し
、

２
０
１
７
年
に
設
立
し
た
。
翌

年
18
年
、
そ
し
て
19
年
も
同
リ

ー
グ
の
優
勝
決
定
戦
で
勝
利

し
、
昨
年
は
３
年
連
続
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
を
期
待
さ
れ
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
シ
ー
ズ
ン
の

全
試
合
が
中
止
と
な
っ
た
。 

　
設
立
以
来
、
マ
リ
ッ
ク
氏
以

外
で
同
チ
ー
ム
の
所
有
権
を
取

得
す
る
の
は
大
阪
選
手
が
初
め

て
と
な
る
。
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム

は
通
算
３
勝
、
を
昨
年
は
Ａ
Ｐ

通
信
の
﹁
今
年
の
女
子
ア
ス
リ

ー
ト
﹂
に
選
ば
れ
た
大
坂
選
手

は
﹁
こ
れ
ま
で
出
資
し
て
く
れ

た
女
性
た
ち
の
お
か
げ
で
今
日

の
私
が
あ
り
、
私
の
人
生
は
彼

女
た
ち
の
存
在
無
し
で
は
考
え

ら
れ
な
い
。
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ

イ
ナ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
投
資
す
る

こ
と
は
単
に
オ
ー
ナ
ー
に
な
る

こ
と
で
は
な
く
、
若
い
女
子
ア

ス
リ
ー
ト
た
ち
の
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
、
ま
た
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
く
素
晴
ら

し
い
女
性
た
ち
に
出
資
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
﹂
と
話
し

て
い
る
。

大坂なおみ選手
プロ女子サッカー

チームのオーナーに 

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
に
よ
る
と
、
1
月
28
日
午
後

7
時
頃
、
日
本
人
女
性
が
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
地
区
ロ
ウ
ワ
ー
イ
ー

ス
ト
サ
イ
ド
の
歩
道
を
歩
い
て

い
た
際
、
店
舗
入
り
口
で
複
数

人
が
立
ち
話
を
し
て
い
て
歩
道

が
塞
が
れ
て
い
た
た
め
﹁
エ
ク

ス
キ
ュ
ー
ズ
・
ミ
ー
﹂
と
断
っ

て
そ
の
脇
を
通
り
抜
け
た
と
こ

ろ
、
男
性
か
ら
﹁
ぶ
つ
か
っ
た
﹂

と
言
い
が
か
り
を
付
け
ら
れ
て

追
い
か
け
ら
れ
と
の
報
告
を
受

け
た
。
幸
い
こ
の
日
本
人
女
性

は
現
場
か
ら
安
全
に
立
ち
去
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
状
況
に
よ

っ
て
は
暴
力
事
件
等
に
発
展
し

て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
と
し
て
、
在
留
邦
人
に
連
絡

メ
ー
ル
網
を
使
い
警
戒
を
呼
び

か
け
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
︵
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
の
統
計
に
よ
る
と
、

昨
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
発
生

し
た
主
要
犯
罪
７
犯
罪
の
総
件

数
は
、
前
年
よ
り
も
マ
イ
ナ
ス

０
・
７
％
と
わ
ず
か
に
減
少
し

て
い
る
が
、
殺
人
、
侵
入
窃
盗
、

自
動
車
窃
盗
及
び
拳
銃
発
砲
事

件
は
前
年
よ
り
も
増
加
し
て
い

る
。
特
に
殺
人
や
拳
銃
発
砲
事

件
な
ど
の
暴
力
犯
罪
は
、
昨
年

６
月
以
降
急
増
し
て
お
り
、
結

果
と
し
て
昨
年
の
殺
人
事
件
は

前
年
対
比
44
・
８
％
増
、
拳
銃

発
砲
事
件
は
97
％
増
と
ほ
ぼ
倍

増
し
て
い
る
。

　
暴
力
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る

原
因
と
し
て
は
、
長
期
間
の
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
や
失
業
等
に
よ
る

精
神
的
不
安
や
怒
り
の
感
情
を

抱
え
る
人
々
が
増
え
て
い
る
こ

と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
挙

げ
ら
る
と
分
析
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
レ
ス
に
よ
る
嫌
が
ら
せ
事
案

や
ア
ジ
ア
系
住
民
に
対
す
る
ヘ

イ
ト
ク
ラ
イ
ム
も
依
然
と
し
て

報
告
さ
れ
て
お
り
、
在
留
邦
人

が
実
際
に
被
害
を
受
け
た
暴
力

事
件
や
強
盗
事
件
な
ど
も
発
生

し
て
い
る
と
し
て
警
戒
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

　
警
察
・
消
防
・
救
急
は
す

べ

て
﹁

９

１

１
﹂

へ
。

総

領
事
館
へ
の
通
報
は
電
話

２
１
２
・
３
７
１
・
８
２
２
２
。

邦
人
女
性
危
機
一
髪

治
安
悪
化
で
領
事
館
警
告

　
酒
類
大
手
ア
ン
ハ
イ
ザ
ー
・

ブ
ッ
シ
ュ
イ
ン
ベ
ブ
社
は
１
月

25
日
、
今
月
７
日
に
開
催
さ
れ

る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
・
リ
ー
グ
︵
Ｎ
Ｆ
Ｌ
︶
の
優

勝
決
勝
戦
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル

に
、
過
去
37
年
間
で
初
め
て
、

同
社
の
主
力
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る

ビ
ー
ル
﹁
バ
ド
ワ
イ
ザ
ー
﹂
の

広
告
を
出
さ
な
い
こ
と
を
発
表

し
た
。 

　
ア
イ
コ
ン
の
ク
ラ
イ
ズ
デ
ー

ル
種
の
馬
や
、
近
年
は
愛
ら
し

い
子
犬
を
演
出
す
る
な
ど
、
ス

ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
当
日
の
み
放
映

さ
れ
る
同
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
動
画
は
、
毎
年
話
題
と

な
る
。
同
社
は
、
同
大
会
の
出

資
分
を
今
年
は
﹁
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
の
認
識

と
教
育
の
支
援
﹂
を
目
的
と
し

た
デ
ジ
タ
ル
広
告
の
制
作
に
充

て
る
と
伝
え
て
い
る
。 

　
90
秒
の
同
動
画
﹁
ビ
ガ
ー
・

ピ
ク
チ
ャ
ー
﹂
は
、
俳
優
ラ
シ

ダ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
さ
ん
が
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
、
車
内
か

ら
祝
う
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
や

無
観
客
の
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
、

２
０
２
０
年
の
新
た
な
常
識
を

表
現
す
る
情
景
で
始
ま
り
、
医

療
従
事
者
た
ち
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
場
面
に
切
り
替
わ
る
。

　
同
社
は
、
同
広
告
を
通
し
て

﹁
回
復
に
向
け
て
、
驚
く
べ
き

行
動
を
一
丸
と
な
っ
て
成
し
遂

げ
て
い
る
米
国
の
庶
民
を
称
え

た
い
﹂
と
伝
え
て
い
る
。

　
一
方
、
ミ
ケ
ロ
ブ
・
ウ
ル
ト

ラ
や
バ
ド
ラ
イ
ト
、
バ
ド
ラ
イ

ト
・
セ
ル
ツ
ァ
ー
・
レ
モ
ネ
ー

　
１
月
25
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
総
領
事
館
の
館
員
１
人
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
た
結
果

陽
性
と
確
認
さ
れ
た
。
同
館
員

は
現
在
自
宅
に
て
隔
離
中
で
、

熱
や
特
段
の
症
状
は
な
い
と
い

う
。
同
総
領
事
館
に
よ
る
と
最

後
に
当
館
に
出
勤
し
た
の
は
１

月
21
日
。
行
動
履
歴
を
確
認
し

た
結
果
、当
該
館
員
と
来
館
者
、

在
留
邦
人
と
の
濃
厚
接
触
は
な

か
っ
た
が
、
濃
厚
接
触
の
可
能

性
が
あ
る
職
員
に
つ
い
て
は
自

宅
待
機
の
措
置
。
慎
重
に
判
断

し
た
結
果
、
窓
口
に
お
け
る
業

務
に
つ
い
て
は
継
続
が
可
能
。

総
領
事
館
員
が
陽
性

大好評 
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

広
告
費
で
ワ
ク
チ
ン
を 

Ｎ
Ｆ
Ｌ
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル

バ
ド
ワ
イ
ザ
ー
の
Ｃ
Ｍ
や
め
る

ド
な
ど
、
同
社
が
販
売
す
る
他

ブ
ラ
ン
ド
飲
料
の
Ｃ
Ｍ
は
試
合

の
合
間
に
放
映
す
る
。

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
https://www.oishinbo-ny.com/
http://myriverside.net/home
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税

金

特

集

①

米
国
個
人
所
得
税
確
定
申
告

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

 

　
年
が
明
け
て
個
人
確
定
申
告

の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

米
国
で
の
確
定
申
告
は
今
回
初

め
て
行
う
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
例
年
申
告
さ
れ
て
い
た
方

も
年
に
１
度
の
こ
と
で
す
の
で

何
年
た
っ
て
も
慣
れ
な
い
も
の

か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

で
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
る
納
税
者
が
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
も
そ
も
確
定
申

告
に
な
じ
み
が
な
い
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

年
の
確
定
申
告
は
４
月
15
日

︵
木
︶
が
期
日
と
な
り
ま
す
。

あ
と
２
か
月
ほ
ど
あ
り
ま
す

が
、
先
送
り
を
し
て
後
で
あ
わ

て
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
早

め
に
対
応
し
て
申
告
を
行
い
た

い
も
の
で
す
。

　
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
こ
の
よ

う
な
慣
れ
な
い
複
雑
な
米
国
の

確
定
申
告
を
分
か
り
や
す
く
、

日
本
人
の
読
者
の
皆
さ
ま
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
に
、
10
回
シ

リ
ー
ズ
で
米
国
の
個
人
所
得
税

務
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
第

１
回
目
は
、
そ
も
そ
も
あ
な
た

は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
？
と
い
う
疑
問
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

︵
１
︶
確
定
申
告
が
必
要
な
人

　
米
国
で
は
確
定
申
告
が
必
要

と
さ
れ
る
ハ
ー
ド
ル
が
日
本
よ

り
も
低
い
の
で
、
日
本
で
確
定

申
告
を
行
っ
た
こ
と
の
な
い
人

も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
対
象
者

に
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
米
国

連
邦
所
得
税
法
上
、
２
０
２
０

年
の
所
得
が
概
算
控
除
額
を
超

え
た
場
合
は
確
定
申
告
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
20
年
末
に
65
歳

未
満
の
場
合
、
概
算
額
控
除
は

独
身
で
あ
れ
ば
１
万
２
４
０
０

ド
ル
、
既
婚
者
で
夫
婦
一
緒

に
申
告
を
す
る
場
合
︵
夫
婦

合
算
申
告
者
︶
で
は
倍
の

２
万
４
８
０
０
ド
ル
と
な
り
ま

す
。
従
っ
て
、
所
得
が
こ
れ
ら

の
控
除
額
以
上
の
方
は
申
告
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
夫
婦
別
々
に
申
告
す
る
場

合
︵
夫
婦
個
別
申
告
者
︶
で
は

概
算
額
控
除
は
１
万
２
４
０
０

ド
ル
と
な
り
ま
す
が
、
５
ド
ル

以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
米
国
で
は
連
邦
税
の
ほ

か
に
も
、
各
州
、
各
市
町
村
が

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
所
得
税
制
度

を
も
っ
て
い
ま
す
。
連
邦
税
で

確
定
申
告
が
必
要
で
な
い
場
合

で
も
、
州
、
市
町
村
に
対
し
て

確
定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
点
に
注
意
し
て

下
さ
い
。

　
給
与
所
得
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
て
い
て
そ
の
他
の
所
得
は
な

い
の
で
確
定
申
告
を
す
る
必
要

は
な
い
、
と
考
え
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
雇
用

主
はForm

 W
-4

と
呼
ば
れ

る
従
業
員
か
ら
の
源
泉
徴
収
の

指
示
に
し
た
が
っ
て
源
泉
徴
収

を
行
い
ま
す
。
こ
の
源
泉
徴
収

の
指
示
と
確
定
申
告
で
の
申
告

身
分
が
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
米
国
で
は
給
与
の
源

泉
徴
収
に
使
用
さ
れ
る
税
率
と

確
定
申
告
で
の
税
率
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
確
定
申
告

は
必
要
な
い
と
考
え
る
の
は
間

違
い
で
す
。
後
に
な
っ
て
税
務

当
局
か
ら
の
追
徴
通
知
を
受
け

た
り
、
ま
た
、
税
金
を
払
い
す

ぎ
て
い
た
の
に
還
付
金
が
未
請

求
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
よ
う
に

ご
自
身
の
確
定
申
告
の
要
否
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

︵
２
︶
確
定
申
告
は
必
要
な
い

が
、
申
告
を
し
た
方
が
良
い
人

　
所
得
が
概
算
額
控
除
よ
り
も

低
く
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要

が
な
い
人
で
も
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
で
給
付
金
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
米
国
に
は
労
務
に
対
す
る
対

価
と
し
て
の
報
酬
を
得
て
い
る

人
に
対
し
て
還
付
金
の
形
式
を

と
っ
て
給
付
を
す
る
制
度
︵
役

務
所
得
税
額
控
除
﹁E

arned 
Incom

e T
ax C

redit

﹂︶
が

あ
り
ま
す
。
所
得
額
や
扶
養
子

女
の
数
に
応
じ
て
給
付
額
は
変

動
し
ま
す
が
、
扶
養
し
て
い
る

子
女
が
い
な
い
場
合
最
高
で

５
３
８
ド
ル
、
１
人
の
場
合

３
５
８
４
ド
ル
、
２
人
の
場
合

５
９
２
０
ド
ル
、
３
人
以
上
の

場
合
６
６
６
０
ド
ル
ま
で
還
付

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
但
し
、
こ

の
税
額
控
除
を
受
け
る
に
は
収

入
の
上
限
が
あ
り
ま
す
。
既
婚

者
で
あ
れ
ば
夫
婦
合
算
申
告
者

し
か
認
め
ら
れ
ず
、
利
子
や

配
当
と
い
っ
た
投
資
所
得
が

３
６
５
０
ド
ル
未
満
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
条
件
で
す
。
ま
た
、

非
居
住
者
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
番
号
が
な
い
納

税
者
や
子
女
は
対
象
外
で
す
。

②

子

女

税

額

控

除
︵C

hild 
T

ax C
redit

︶- 

17
歳
未
満
の

扶
養
子
女
が
い
る
場
合
、
子
供

１
人
に
つ
き
最
高
２
０
０
０
ド

ル
の
税
控
除
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
子
女
税
額
控
除
を
取
り
き

れ
な
い
納
税
者
は
、
給
与
等
の

所
得
か
ら
２
５
０
０
ド
ル
を
差

し
引
い
た
残
り
の
金
額
の
15
％

︵
１
４
０
０
ド
ル
が
上
限
︶
ま

で
還
付
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
40
万
ド
ル
︵
夫
婦

合
算
申
告
︶、20
万
ド
ル︵
独
身
︶

か
ら
減
額
が
開
始
さ
れ
ま
す
の

で
、
申
請
で
き
る
方
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
。
但
し
、
子
女
が

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
番

号
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
保
有
し
て
い

な
い
扶
養
家
族
に
つ
い
て
は
、

そ
の
他
扶
養
家
族
税
額
控
除
と

し
て
５
０
０
ド
ル
の
税
控
除
を

申
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
ア
メ
リ
カ
教
育
費
支
援

税

額

控

除
︵A

m
erican 

O
pportunity C

redit

︶-

大

学
な
ど
の
学
費
や
登
録
費
用
に

つ
い
て
最
高
２
５
０
０
ド
ル
ま

で
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
も
し
所
得
税
額
が
当
該
税

額
控
除
額
よ
り
少
な
い
場
合
に

は
、
40
％
ま
で
の
控
除
額
に
つ

い
て
還
付
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
税
額
控
除

に
は
所
得
制
限
が
あ
る
の
で
、

も
し
親
の
申
告
書
で
所
得
制
限

に
か
か
っ
て
扶
養
控
除
を
と
る

メ
リ
ッ
ト
が
な
い
場
合
で
、
学

生
の
お
子
さ
ん
に
ア
ル
バ
イ
ト

か
ら
の
収
入
が
多
少
で
も
あ
れ

ば
、
お
子
さ
ん
が
ご
自
身
で
申

告
を
す
る
こ
と
で
こ
の
税
額
控

除
を
活
用
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規

定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア
ド

バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満
た

す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は
す

べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ
り
、

特
定
の
個
人
も
し
く
は
事
業
体

の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在

施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に
沿
っ

て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
各
個
人
は
特
定
事
項
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
上
記
内
容

を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の
で
は

な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
記
事

中
の
見
解
や
意
見
は
著
者
個
人

の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
Ｋ

Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

 

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

98

 

　
譲
謙
︵
ゆ
ず
け
ん
︶
さ
ん
、

2
回
目
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ロ
ー
ン
の
募

集
が
始
ま
っ
た
そ
う
じ
ゃ
が
、

ま
た
、
借
入
金
補
助
が
受
け
ら

れ
る
の
か
の
う
？
﹂
会
社
経
営

者
の
鬣
︵
た
て
が
み
︶
は
、
お

も
む
ろ
に
会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
譲
矢
謙
吉
︵
ゆ
ず
り
や
け

ん
き
ち
、
通
称
、
譲
謙
︶
に
聞

い
た
。
﹁
そ
う
で
す
ね
。
今
回

は
２
０
２
０
年
の
売
上
が
19
年

に
比
べ
て
25
％
以
上
落
ち
て
い

る
こ
と
が
、
条
件
の
よ
う
で
す
﹂

﹁
昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
前

半
で
大
幅
に
売
り
上
げ
が
落
ち

た
が
、
後
半
で
が
ん
ば
っ
た
の

で
年
間
ト
ー
タ
ル
で
は
25
％
も

落
ち
な
か
っ
た
な
﹂
﹁
ち
ょ
っ

と
お
待
ち
く
だ
さ
い
、
25
％
以

上
の
減
少
は
、
ど
の
四
半
期
で

前
年
同
期
と
比
較
し
て
も
ら
っ

て
も
結
構
で
す
﹂﹁
え
え
え
え
、

そ
れ
な
ら
も
ら
え
る
ぞ
﹂

　﹁
と
こ
ろ
で
、
今
回
は
い
く

ら
も
ら
え
る
ん
じ
ゃ
？
前
回
と

同
じ
、
給
与
の
２
・
５
倍
か
？
﹂

﹁
そ
う
で
す
。
19
年
の
平
均
給

与
か
20
年
の
平
均
給
与
の
２
・

５
倍
で
す
。
最
高
で
2
ミ
リ
オ

ン
ド
ル
で
す
。
グ
ル
ー
プ
企
業

で
は
4
ミ
リ
オ
ン
ド
ル
で
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
飲
食
業
や

ホ
テ
ル
業
は
３
・
５
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
。﹂﹁
ど
ち
ら
の
年
で

も
よ
い
の
か
？
﹂﹁
そ
う
で
す
﹂

﹁
そ
れ
な
ら
、
給
与
支
給
額
の

多
い
20
年
を
使
お
う
﹂

　﹁
ほ
か
に
条
件
は
あ
る
か
？
﹂

﹁
３
０
０
人
以
上
の
従
業
員
が

い
る
会
社
は
だ
め
で
す
。
宿
泊

や
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
は
場
所
ご

と
に
３
０
０
人
を
超
え
て
い
る

か
ど
う
か
で
判
定
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
1
回
目
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ロ
ー

ン
が
2
回
目
の
ロ
ー
ン
の
支
給

さ
れ
る
ま
で
に
目
的
に
沿
っ
て

全
額
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
﹂

　﹁
申
し
込
み
に
は
ど
の
よ
う

な
資
料
が
必
要
な
ん
じ
ゃ
？
﹂

﹁
申
し
込
み
受
付
銀
行
や
事
業

形
態
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
﹂

﹁
じ
ゃ
、
ま
ず
個
人
事
業
主
は

何
が
必
要
じ
ゃ
？
﹂﹁
個
人

事
業
主
で
は
、Form

 1040 
Schedule C

︵
個
人
事
業
申

告

書

︶

ま

た

はSchedule 
F

︵
農
業
所
得
申
告
書
︶
で

す
。
従
業
員
の
い
な
い
場
合
に

は
、Form

 1099

︵
支
払
調

書
︶、
請
求
書
、
銀
行
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
や
帳
簿
な
ど
自
営
業

者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も

の
。
20
年
2
月
15
日
に
事
業
を

行
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す

る
も
の
。
従
業
員
が
い
た
ら
、

Form
 941

︵
連
邦
給
与
税
申

告
書
︶
州
給
与
税
申
告
書
、
20

年
の
2
月
15
日
に
給
与
を
支
払

っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
で
す
﹂﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
は
ど
う
じ
ゃ
？
﹂﹁Form

 
1065

︵
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

申
告
書
︶
や
年
金
や
健
康
保
険

の
支
払
の
証
明
の
ほ
か
は
個

人
事
業
主
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
﹂

﹁
株
式
会
社
は
ど
う
じ
ゃ
？
﹂

﹁Form
 1120

︵
法
人
税
申

告
書
︶
の
ほ
か
は
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
﹂

﹁
非
営
利
法
人
ど
う
か
の
う
？
﹂

﹁Form
990

︵
非
営
利
法
人
申

告
書
︶
の
ほ
か
は
個
人
事
業
主

と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
﹂

　﹁
2
度
目
の
ロ
ー
ン
で
の
み

必
要
な
書
類
は
あ
る
か
？
﹂

﹁
20
年
の
売
上
が
19
年
よ
り
25

％
以
上
下
が
っ
た
こ
と
を
示
す

書
類
で
す
。
た
だ
、
ロ
ー
ン
申

請
額
が
15
万
ド
ル
以
下
で
あ
れ

ば
、
ロ
ー
ン
申
請
時
に
こ
の
書

類
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
借
入

金
の
免
除
申
請
ま
で
に
入
手
す

れ
ば
よ
い
で
す
﹂﹁
よ
し
、
さ

っ
そ
く
申
し
込
も
う
。
あ
り
が

と
う
﹂

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務
所

(www.saikos.com, info@
saikos.com)

：

齊
藤
幸
喜

２
回
目
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ

今
年
の
確
定
申
告
は
４
月
15
日
︵
木
︶
が
期
日

http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.takenakapartners.com/
https://www.hondag.com
tel:2122136069
https://www.mtckitchen.com
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遺
言
者
は
、
い
つ
で
も
自
由

に
遺
言
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

撤
回
︵
取
り
消
し
︶
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
遺
言
を

撤
回
す
る
権
利
を
放
棄
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
た
と
え
撤
回
し

な
い
旨
を
遺
言
書
に
記
載
し
た

り
、
あ
る
い
は
利
害
関
係
人
に

約
束
し
た
り
し
て
い
て
も
、
拘

束
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
遺
言
の
撤
回
を
詐
欺
ま
た

は
脅
迫
に
よ
っ
て
妨
げ
た
者

は
、
相
続
欠
格
者
と
さ
れ
、
相

続
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
遺
言
の
撤
回
は
、
遺
言
に
よ

る
方
法
と
行
為
に
よ
る
方
法
が

792

クイック USA

34

何
は
な
く
と
も
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

そ
の
２

日
本
の
相
続
㉗   

遺
言
の
撤
回

　
﹁
ブ
ラ
ン
ド
﹂
こ
そ
が
、
ど

ん
な
時
代
の
変
化
や
多
様
化
に

お
い
て
も
ブ
レ
な
い
軸
と
な
っ

て
く
れ
る
大
切
な
も
の
。
そ
れ

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上
の
こ
と

だ
け
で
な
く
、
商
品
設
計
、
営

業
、
人
事
、
経
営
戦
略
な
ど
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
活
動

の
中
で
頼
れ
る
存
在
と
な
り
ま

す
。
な
の
で
、
何
は
な
く
と
も

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
大
切
。

　
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の

の
変
更
や
、
販
売
方
法
の
変
更
、

取
引
先
や
顧
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

変
更
な
ど
。
未
来
を
想
像
し
何

が
正
解
な
の
か
を
考
え
る
時

も
、
し
っ
か
り
と
し
た
﹁
ブ
ラ

ン
ド
﹂
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
拠
り

所
に
し
た
形
で
ピ
ボ
ッ
ト
さ
せ

る
こ
と
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
行
う
メ
リ
ッ
ト
は
？
と
言
え

ば
、
こ
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

 

・
価
格
競
争
を
し
な
く
て
も

よ
く
な
る

・
顧
客
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
が
強
い

価
値
と
な
る

・
高
単
価
な
商
品
も
売
り
や
す

く
な
る

・
取
引
先
と
の
交
渉
が
楽
に
な

る・
顧
客
の
フ
ァ
ン
化
に
よ
り
新

規
事
業
が
し
や
す
く
な
る

・
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
や
す

く
な
る

・
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
上
が
る

　﹁
ブ
ラ
ン
ド
﹂
は
一
朝
一
夕

で
創
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
し
っ
か
り
し
た
も
の

を
創
る
こ
と
が
で
き
た
場
合

は
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
様
な

大
き
な
変
化
に
も
対
応
で
き
る

強
さ
に
繋
が
る
と
言
え
ま
す
よ

ね
。

　
で
は
、
ど
う
や
っ
て
ブ
ラ
ン

ド
を
創
れ
ば
い
い
の
？
そ
の
ヒ

ン
ト
と
し
て
い
く
つ
か
の
質
問

を
投
げ
か
け
て
こ
の
コ
ラ
ム
を

終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
あ
な
た
の
ビ
ジ
ネ
ス
︵
そ
の

ブ
ラ
ン
ド
︶
が
一
人
の
人
間
だ

と
し
た
ら
、
と
仮
定
し
て
答
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。

︵
１
︶
ど
ん
な
外
見
で
す
か
？

︵
２
︶
ど
ん
な
性
格
で
す
か
？

︵
３
︶
ど
ん
な
話
し
方
を
し
ま

す
か
？

︵
４
︶
何
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す

か
？

︵
５
︶
絶
対
に
し
た
く
な
い
こ

と
は
な
ん
で
す
か
？

︵
６
︶
実
現
し
た
い
夢
は
な
ん

で
す
か
？

　
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
固
ま

っ
た
あ
と
は
、
業
界
内
で
の
ポ

ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
や
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
消
費
者
の
定

義
や
ペ
ル
ソ
ナ
の
設
定
な
ど
を

行
い
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
進

め
ま
す
。

︵

板

倉

光

孝 Zero-Hachi 
Rock CEO
www.919usa.com
︶

あ
り
ま
す
。

︵
１
)
遺
言
に
よ
る
方
法

▽
前
の
遺
言
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
撤
回
す
る
新
し
い
遺

言
を
作
成
す
る
と
、
前
の
遺
言

は
初
め
か
ら
な
か
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

▽
前
の
遺
言
に
反
す
る
新
し

い
遺
言
を
作
成
す
る
と
、
反
す

る
部
分
に
つ
い
て
は
、
新
し
い

遺
言
が
優
先
さ
れ
、
前
の
遺
言

は
新
し
い
遺
言
に
よ
り
撤
回

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

︵
２
︶
行
為
に
よ
る
方
法

▽
遺
言
に
反
す
る
生
前
処
分

︵
譲
渡
、
寄
付
、
売
買
な
ど
︶

を
行
う
と
、
反
す
る
部
分
は
撤

回
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
遺
言
者
が
故
意
に
遺
言
書

を
破
棄
し
た
場
合
、
遺
言
内
容

は
撤
回
さ
れ
た
も
の
と
み
な

さ
れ
ま
す
。
遺
言
者
の
過
失
、

第
三
者
の
行
為
ま
た
は
不
可

抗
力
に
よ
る
破
棄
は
、
撤
回
の

効
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
遺
言
者
が
故
意
に
遺
贈
の

目
的
物
を
破
棄
し
た
場
合
、
そ

の
遺
贈
は
撤
回
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
︵
大
島
襄
／
米

国
公
認
会
計
士
︶

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
港
湾
公
社
︵
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｙ
Ｎ
Ｊ
︶
は
１
月
21
日
、
ポ
ー

ト
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
・
バ
ス
タ
ー

Ｎ
Ｙ
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

改
築
計
画
を
発
表

ミ
ナ
ル
の
改
築
計
画
を
発
表
し

た
。
１
９
５
０
年
に
開
業
し
た

同
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
当
初
は
１

日
に
６
万
人
ほ
ど
の
利
用
者
を

想
定
し
て
い
た
。
し
か
し
年
々

利
用
者
が
増
加
し
、
１
９
８
１

年
に
は
増
改
築
も
行
わ
れ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
前
に
は
平
日
の
利
用

者
数
が
平
均
26
万
人
に
達
し
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
施
設
・
設

備
の
老
朽
化
に
伴
う
水
漏
れ
や

混
雑
状
態
の
悪
化
、
動
線
の
悪

さ
な
ど
多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
た
。

　
改
築
後
は
、
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ

ー
時
の
バ
ス
本
数
が
８
５
０
本

か
ら
１
０
０
０
本
へ
増
加
で

き
、
電
気
バ
ス
の
乗
り
入
れ
も

可
能
と
な
る
。
ま
た
、
敷
地
内

に
は
緑
地
ス
ペ
ー
ス
が
作
ら
れ

る
ほ
か
、
新
た
に
４
棟
の
高
層

ビ
ル
が
建
設
さ
れ
る
予
定
。
改

築
の
財
源
は
、
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
Ｎ
Ｊ

の
30
億
ド
ル
の
資
本
計
画
に
加

え
て
連
邦
政
府
の
資
金
援
助

と
、
高
層
ビ
ル
の
開
発
権
の
売

却
な
ど
で
賄
う
と
い
う
。
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｙ
Ｎ
Ｊ
は
２
０
４
０
年
ま
で

に
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
の
開
発
が

さ
ら
に
進
み
、
平
日
の
利
用
者

が
30
％
増
加
し
、
33
万
人
以
上

に
な
る
と
推
定
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
、
日
本
ク
ラ
ブ
、

西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
が
共

催
す
る
デ
ー
タ
保
護
セ
ミ
ナ
ー

﹁
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
権
法
︵
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ａ
︶
の

概
要
と
対
策
、
デ
ー
タ
漏
え
い

時
の
対
応
﹂が
、２
月
10
日︵
水
︶

午
前
11
時
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
開
催
さ
れ
る
。

　
昨
年
11
月
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
で
可
決
さ
れ
た
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ａ

の
概
要
を
説
明
し
、
同
法
が
施

行
さ
れ
る
２
０
２
３
年
１
月
１

日
ま
で
に
企
業
が
と
る
べ
き
対

策
を
解
説
。
企
業
が
避
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
デ
ー
タ
漏
え
い

と
そ
れ
に
伴
う
米
国
で
の
ク
ラ

ス
ア
ク
シ
ョ
ン
・
当
局
対
応
の

リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
解
説
す

る
。
講
師
は
石
川
智
也
氏
︵
西

村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
パ
ー
ト

ナ
ー
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
＆
デ

ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
事
務
所
共
同

代
表
︶
＝
写
真
右
＝
と
斎
藤
梓

氏
︵
同
事
務
所
カ
ウ
ン
セ
ル
、

Ｎ
Ｙ
事
務
所
︶
＝
同
左
＝
。

　

参

加

費

無

料

だ

が

要

事

前

登

録
。

申

し

込

み

は

登

録

サ

イ

トhttps://
u

s
0

2
w

e
b

.zo
o

m
.u

s
/

w
ebin

ar/register/W
N

_
T

M
l5

A
c

m
1

T
0

u
n

n
r

Fw
N

s91lA

か
ら
。

データ保護オンライン・セミナー
JCCIと日本クラブ、西村あさひ

法律事務所共済で2月10日

改築されるポート・オーソリティー

週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

http://www.919usa.com
http://www.nyseikatsu.com
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_TMl5Acm1T0unnrFwNs91lA
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://michaeldunnlaw.com
http://jweeklyusa.com
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://kkobo.com/
http://www.swlgpc.com/jp/
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フ
ラ
ン
ス
の
冬
料
理
の
定
番

メ
ニ
ュ
ー
、
ビ
ー
フ
ラ
グ
ー
牛

肉
角
切
り
と
根
菜
に
ワ
イ
ン
を

入
れ
て
煮
込
み
、
柔
ら
か
い
肉

と
野
菜
の
ワ
イ
ン
風
味
で
い
た

だ
く
フ
ラ
ン
ス
の
家
庭
料
理
で

す
。
赤
ワ
イ
ン
と
一
緒
に
召
し

上
が
れ
！

１
　
大
き
な
鍋
に
バ
タ
ー
入
れ 

牛
肉
角
切
り
を
入
れ
両
面
を
強

火
で
炒
め
る
。

２
　
玉
ね
ぎ
、
に
ん
に
く
を
別

フ
ラ
イ
パ
ン
で
バ
タ
ー
で
炒
め

１
の
鍋
に
入
れ
、
赤
ワ
イ
ン
と

ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
、
水
を
加
え

て
蓋
を
し
て
１
時
間
20
分
ゆ
っ

く
り
コ
ト
コ
ト
煮
込
む

３
　
牛
肉
が
少
し
柔
ら
か
く
な

っ
た
ら
野
菜
類
を
加
え
て
20
分

位
煮
込
て
仕
上
げ
る

ポ
イ
ン
ト
：
バ
タ
ー
で
炒
め
る

こ
と
で
肉
の
コ
ク
が
で
て
美
味

し
い

牛
肉
の
根
菜
ワ
イ
ン
煮
込
み

材料２〜３人分　
シチュー用（角切り牛肉味付
て）　　６５０ｇ
ニンニク２片と玉ねぎみじん
切り　1/2 カップ（みじん切
り）
ポテト１個、ニンジン１本、
白カブ個、各々２センチ角切

り、トマトピューレ 1/2 カッ
プ、ウスターソース大さじ４、
ケッチャプ大さじ４、赤また
は白ワイン１カップ、バター
大さじ４、水１カップ、塩・
胡椒適量、あればタイム、ロ
ーリエ少々、醤油少々加える
とコクが出る

Ragout de boeuf au vin rouge
　
リ
ト
ル
イ
タ
リ
ー
に
あ
る
オ

ー
プ
ン
サ
ン
ド
の
ベ
ー
グ
ル
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
が
人
気
の
ユ
ダ
ヤ

系
カ
フ
ェ
。
１
番
人
気
の
看
板

メ
ニ
ュ
ー
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

で
１
０
０
年
以
上
営
業
し
て
い

る
店
か
ら
仕
入
れ
る
ス
モ
ー
ク

サ
ー
モ
ン
、ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
、

ト
マ
ト
、
オ
ニ
オ
ン
が
入
っ
た

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
﹁
ザ
・
バ

ズ
﹂︵
16
ド
ル
50
セ
ン
ト
︶。
新

鮮
で
と
ろ
け
る
よ
う
な
ノ
バ
サ

ー
モ
ン
と
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
が

た
っ
ぷ
り
で
、
半
分
で
お
腹
い

っ
ぱ
い
に
な
る
。
サ
ー
モ
ン
と

イ
ク
ラ
が
半
分
ず
つ
の
っ
た
サ

ー
モ
ン
デ
ュ
エ
ッ
ト︵
16
ド
ル
︶

や
、
ア
ボ
カ
ド
ト
ー
ス
ト
︵
11

ド
ル
︶
も
お
す
す
め
。
ク
ッ
キ

ー
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
バ
ブ
カ
の

フ
ァ
ン
も
多
い
。
ま
た
、
今
週

か
ら
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
向
け
て

ド
派
手
な
ピ
ン
ク
の
ベ
ー
グ
ル

も
登
場
予
定
。
オ
ン
ラ
イ
ン
オ

ー
ダ
ー
も
可
能
。
現
在
は
毎
日

午
前
８
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

BAZ BAGEL & 
RESTAURANT
181 Grand StNew 

York, New York 
10013

212-335-0609　
www.bazbagel.com

人気店のピンクベーグル

リトルイタリーに

　
日
系
ス
ー
パ
ー
の
片
桐
グ
ラ

ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
店
︵
レ
キ
シ

ン
ト
ン
街
３
７
０
番
地
、
電
話

９
１
７
・
４
７
２
・
７
０
２
５
︶

は
、
２
月
８
日
︵
月
︶
か
ら
14

日
︵
日
︶
ま
で
沖
縄
料
理
専
門

店
﹁
う
み
の
い
え
﹂
と
沖
縄
フ

ェ
ア
を
開
催
す
る
。

　
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
、
ゴ

ー
ヤ
天
ぷ
ら
、ゴ
ー
ヤ
カ
レ
ー
、

タ
コ
ラ
イ
ス
、ジ
ュ
ー
シ
ー︵
沖

縄
炊
き
込
み
ご
飯
︶、
サ
ー
タ

ー
ア
ン
ダ
ー
ギ
ー
、
お
花
畑
弁

当
、
沖
縄
そ
ば
な
ど
、
沖
縄
料

理
各
種
の
惣
菜
を
手
頃
な
サ
イ

ズ
で
販
売
。
ま
た
、
福
を
呼
び

込
む
縁
起
菓
子
の
サ
ー
タ
ー
ア

ン
ダ
ー
ギ
ー
な
ど
、
料
理
に
込

め
ら
れ
た
意
味
や
沖
縄
の
伝
統

を
紹
介
す
る
。

片
桐
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
店
×

沖
縄
料
理
専
門
店
う
み
の
い
え

　
日
本
食
料
品
店
の
ダ
イ
ノ
ブ

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト
を

大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

D
ainobu E

-M
arket +

 (

ダ

イ
ノ
ブ
・
イ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

プ
ラ
ス
︶
で
は
、
多
く
の
商
品

が
ア
メ
リ
カ
全
土
発
送
な
だ
け

で
な
く
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ク

イ
ー
ン
ズ
・
Ｎ
Ｊ
の
一
部
の
在

従
者
に
、
食
品
や
お
弁
当
と
一

緒
に
一
風
堂
、
ゴ
ー
ゴ
カ
レ

ー
、
ジ
ャ
パ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
ビ

ー
フ
の
商
品
も
購
入
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

https://dainobunyc.com
/

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト

ダ
イ
ノ
ブ
が
刷
新

　
日
本
ク
ラ
ブ
新
講
座
﹁
体
に

優
し
い
！
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の

お
菓
子
作
り
﹂
が
２
月
12
日

︵
金
︶
午
前
10
時
か
ら
11
時
30

分
ま
で
、
ズ
ー
ム
を
使
っ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
。

　
講
師
は
、い
と
う
ゆ
き
さ
ん
。

グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
粉
を
使
い
、

白
砂
糖
・
乳
製
品
不
使
用
の
ヘ

ル
シ
ー
な
菓
子
を
作
る
。
こ
の

日
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
合
わ

せ
、
カ
カ
オ
と
ナ
ッ
ツ
バ
タ
ー

の
風
味
が
豊
か
な
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
ケ
ー
キ
を
作
る
。
材
料
は
事

前
に
揃
え
て
お
き
、
講
師
の
ラ

イ
ブ
動
画
を
見
な
が
ら
自
宅
の

キ
ッ
チ
ン
で
お
菓
子
作
り
を
楽

し
め
る
。
見
学
の
み
も
可
。
材

料
の
特
徴
に
つ
い
て
も
説
明
す

る
た
め
、
ヘ
ル
シ
ー
食
材
の
知

識
も
身
に
つ
く
。

　
参
加
費
25
ド
ル
。
希
望
者
は

10
日
︵
水
︶
ま
で
に
申
し
込
む
。

申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トw

w
w

.nipponclub.
org/culture/

を
参
照
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
お
菓
子
作
り

日
本
ク
ラ
ブ
に
新
講
座
12
日

http://www.bazbagel.com
https://dainobunyc.com/
https://dainobunyc.com/
https://dainobunyc.com/
http://www.nipponclub.org/culture/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.idocenter.com
http://ariyoshiny.com
tel:2019438003
https://nyseikatsu.com/gallery/
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 ローカル
  スクランブル　
 WESTCHESTER & CT

　例年に比べると暖かい日が続い
たＮＹだが２月の訪れと共に寒波
到来。氷点下の気温とコロナのせ
いで、どうしても家にこもりがち
になってしまう。今号では在宅勤
務が続く大人と、外で思いっきり
遊べない子供達のために、ウェス
トチェスターからアクセスが良い
スキー場３か所を紹介しよう。キ
ーンと冷たい山の空気を吸って心
身共にリフレッシュ！
＊各スキー場はコロナ対策として
人数制限を行っているため、リフ
ト券は必ず事前に購入しておくこ
と。また、レストランやショップ
では必ずマスク着用。

■ハンター・マウンテン
　ホワイトプレーンズから車で 2 時間。マ
ンハッタンから近いスキー場として最もポピ
ュラーなのがキャッツキル山地にあるハンタ
ー。１９５０年代後半の創業時からスノーマ
シンを積極的に導入し、１９６７年には世界
で初めて頂上から麓まで１００％人工雪でカ
バーしたスキー場となる。標高差４９０メー
トル、面積は最大３２０エーカー、リフト
15 機。コースの大半が中上級者向けでかっ
飛ばす人が多いが、初級コースは独立してい
るため子供も安心して滑れる。スキーコース
67（初級 17、中級 20、上級 20、エキスパ
ート 10）のほか、4 つのテレインパークを
備える。充実したコースと良質なスキー教室、
シティからアクセスの良さで人気が高く、週
末はとても混雑する。
　リフト券（ウェブ予約）：大人 88 ドル、子
供（7 〜 17 歳）67 ドル
www.huntermtn.com/

■ウィンダム・マウンテン
　ホワイトプレーンズから車で 2 時間 10
分。ハンターの北側にあるウィンダムはハン
ターより規模が小さく、マイナーな分、人も
少ない。標高差４５７メートル、面積は最大

２８５エーカー、リフト 12 機。スキーコー
ス 54（初級 13、中上級 24、エキスパート
17）。中上級コースは近隣で一番と
誉れ高い。スキー場の施設は充実していない
が、こじんまりした良さがある。山からの眺
めも素晴らしい。　
　リフト券（ウェブ予約）：大人 78 〜１３０
ドル、子供（7 〜 17 歳）62 〜 99 ドル。ゲ
レンデとは別のアドベンチャーパークにはス
ノーチューブ（3 時間 25 ドル）やキッズス
ノーモービルがあり子供は大喜び。
www.windhammountain.com/

■カタマウント
　ホワイトプレーンズから車で 1 時間 45 分。
今回紹介する４つの中では最も近いが、実は
マサチューセッツ州になる。充実した初級者
向けコースと子供向けプログラムで家族向け
スキー場として人気が高い。標高差３００メ
ートル、面積は最大１１９エーカー、リフ
ト 8 機。スキーコース 40（初級 15、中上級
15、エキスパート 10）。標高が低く、降雪が
少ない弱点があるものの、のどかなバークシ
ャーの景色と、近隣の町ヒルズデールの魅力
がその弱点を補ってくれる。
　リフト券（ウェブ予約）：大人 35 〜 93 ドル、
子供（7 〜 17 歳）25 〜 79 ドル。
https://catamountski.com/

■ゴア・マウンテン
　ホワイトプレーンズから車で 3 時間 30
分。前述の３スキー場に比べるとダントツに
遠く、日帰りは無理。ニューヨーク州最大規
模を誇るゴア・マウンテンは標高差７７３メ
ートル、面積は最大４３９エーカー、リフト
15 機、初級からエキスパートまで１０７の
コースを持つ。大都市から遠く、敷地が広い
ため混雑することがなく、スキーやスノーボ
ードを満喫できるのが嬉しい。天気が良い日
にはバーモントの山々、時にはカナダの山脈

を望む。
　リフト券（ウェブ予約）：大人１０５ドル、
ティーン（13 〜 19 歳）80 ドル、ジュニア（7

〜 12 歳）60 ドル、6 歳以下 10 ドル。
https://goremountain.com/

ＮＹスキー場情報 冬
本
番
！

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
が
近
づ
い
た

の
で
、
濃
厚
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ

ー
キ
を
ご
紹
介
。

　
マ
ウ
ン
ト
キ
ス
コ
駅
か
ら
レ

キ
シ
ン
ト
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー
を
車

で
南
下
、
ポ
ツ
ポ
ツ
と
並
ぶ
一

La Tulipe Desert
455 Lexington Ave. Mount Kisco

火〜土 7：30 〜 18：30、
日 8：00 〜 14：00、月曜定休

www.latulipedesserts.com/

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
ど
う
ぞ

軒
家
の
ひ
と
つ
が
ヨ
ー
ロ
ピ
ア

ン
ケ
ー
キ
の
店
﹁
ラ
・
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
﹂。
道
路
脇
に
立
っ
て

い
る
看
板
も
、
店
そ
の
も
の
も

ケ
ー
キ
屋
ら
し
か
ら
ぬ
地
味
な

色
合
い
な
の
で
、
注
意
し
て
見

て
い
な
い
と
通
り
過
ぎ
て
し
ま

う
。
地
味
な
玄
関
を
入
る
と
、

店
内
に
は
色
鮮
や
か
な
ス
イ
ー

ツ
が
並
ん
で
、
思
わ
ず
息
を
飲

む
。
そ
う
か
、
表
の
地
味
な
佇

ま
い
は
戦
略
だ
っ
た
の
か
、
と

妙
に
納
得
。
一
つ
一
つ
丁
寧
に

作
ら
れ
た
も
の
は
、
そ
れ
を
見

た
瞬
間
に
人
の
心
を
掴
む
。
　

　﹁
ラ
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
﹂
の

ケ
ー
キ
も
然
り
。
丁
寧
に
お
茶

を
淹
れ
て
、
ケ
ー
キ
の
味
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
ひ
と
と
き
を

も
ゆ
っ
た
り
と
味
わ
い
た
い
。

食べ歩き

http://www.huntermtn.com/
http://www.windhammountain.com/
https://catamountski.com/
https://goremountain.com/
http://www.latulipedesserts.com/
http://www.kodomony.org
http://www.jwsny.org
http://www.ojfd.com
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
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 BOOKS
　
今
年
１
月
中
旬
、
ア
メ
リ
カ

在
住
の
あ
る
女
性
が
携
帯
電
話

向
け
の
映
像
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
﹁
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
﹂
に
投

稿
し
た
動
画
が
話
題
に
な
っ

た
。
動
画
は
自
宅
前
の
ゴ
ミ
箱

に
１
Ｆ
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
た
女
性
が
﹁
こ
れ
は

ど
う
い
う
意
味
？
﹂
と
ユ
ー
ザ

ー
達
に
尋
ね
た
も
の
。
す
る
と
、

あ
る
ユ
ー
ザ
ー
が﹁
そ
れ
は﹃
女

性
ひ
と
り
︵1Fem

ale

︶﹄
と

い
う
意
味
だ
。
そ
こ
に
ひ
と
り

暮
ら
し
の
女
性
が
住
ん
で
い
る

と
い
う
印
で
、
恐
ら
く
強
盗
に

目
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
﹂
と
コ
メ
ン
ト
。
驚
き
と
と

も
に
恐
怖
を
感
じ
た
女
性
は
警

察
に
通
報
し
た
が
、
現
場
を
確

認
し
た
警
察
に
﹁
被
害
が
な
い

た
め
で
き
る
こ
と
は
な
い
が
、

し
ば
ら
く
は
友
人
や
親
戚
の
も

と
で
過
ご
す
よ
う
に
﹂
と
言
わ

れ
た
事
を
報
告
し
て
い
た
。

　
日
本
で
も
空
き
巣
や
訪
問
販

売
員
が
表
札
や
ポ
ス
ト
、
ド
ア

周
り
に
入
居
者
の
性
別
や
人

数
、
不
在
時
間
を
暗
号
で
残
す

こ
と
も
あ
る
の
で
、
見
つ
け
た

ら
す
ぐ
消
す
よ
う
に
と
注
意
を

促
す
テ
レ
ビ
番
組
を
見
た
こ
と

が
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
は

各
地
で
治
安
が
悪
化
し
て
い
る

と
言
わ
れ
る
が
、
防
犯
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ

い
て
必
要
な
前
兆
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
だ
。

　
本
書
は
﹁
暮
ら
し
を
も
っ
と

楽
し
く
、
も
っ
と
便
利
に
﹂
を

モ
ッ
ト
ー
に
日
々
取
材
を
重
ね

る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
集
団
・
ホ
ー

ム
ラ
イ
フ
取
材
班
が
、
早
期
発

見
に
よ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
や
病
気

な
ど
を
回
避
す
る
た
め
の
知
識

を
11
章
に
わ
た
っ
て
解
説
し
た

も
の
。
こ
れ
ま
で
に
も
﹁
日
本

人
の
９
割
が
や
っ
て
い
る
残
念

な
健
康
習
慣
﹂﹁
栄
養
と
味
、

９
割
も
損
し
て
い
る
残
念
な
料

理
﹂
な
ど
、
雑
学
を
掲
載
し
た

多
く
の
実
用
書
を
発
行
し
て
い

る
。

　
今
回
の
﹁
知
っ
て
る
だ
け
で

避
け
ら
れ
る
！
危
な
い
前
兆
﹂

で
は
、
危
険
な
病
気
の
前
兆
、

犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
の
前
兆
、
災

害
が
発
生
す
る
前
兆
な
ど
、
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
１
０
２

の
意
外
な
兆
し
や
サ
イ
ン
を
集

め
て
い
る
。
誰
も
が
気
に
な
る

病
気
の
前
兆
に
つ
い
て
は
多
く

の
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
い
る
が
、

﹁
そ
れ
の
何
が
？
﹂
と
思
う
よ

う
な
小
さ
な
こ
と
が
大
き
な
病

気
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る

と
の
こ
と
。
た
と
え
ば
、
耳
た

ぶ
に
深
い
シ
ワ
が
で
き
た
︵
心

臓
病
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
︶、

最
近
妙
に
音
に
敏
感
に
な
っ
た

︵
統
合
失
調
症
の
疑
い
︶、
天
ぷ

ら
を
食
べ
た
あ
と
右
の
脇
腹
が

痛
む
︵
胆
石
の
疑
い
︶
な
ど
。

ペ
ッ
ト
の
項
目
で
は
、
犬
が
や

た
ら
と
あ
く
び
を
す
る
、
猫
の

ト
イ
レ
の
回
数
が
多
い
、
う
さ

ぎ
が
く
し
ゃ
み
す
る
、
冬
に
な

る
と
イ
ン
コ
が
ふ
っ
く
ら
す
る

こ
と
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
前

兆
﹂
と
し
て
解
説
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
最
初
に
記
し
た
防

犯
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
以
下

の
よ
う
に
推
奨
し
て
い
る
。
空

き
巣
や
犯
罪
を
犯
そ
う
と
す
る

者
は
下
見
を
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
家
の
近
く
で
見
か
け
な

い
人
と
会
っ
た
ら
﹁
こ
ん
に
ち

は
﹂
と
元
気
に
挨
拶
を
交
わ
し

た
り
、
工
事
業
者
な
ど
の
作
業

服
姿
の
場
合
は
﹁
お
疲
れ
様
で

す
﹂
と
声
を
か
け
て
、
顔
を
し

っ
か
り
と
見
る
こ
と
。
ま
た
、

モ
ニ
タ
ー
付
き
の
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
に
﹁
撮
影
中
﹂
と
貼
っ
て
お

く
こ
と
な
ど
。

　
項
目
別
に
見
出
し
が
つ
け
ら

れ
て
い
て
各
文
章
が
１
ペ
ー
ジ

ほ
ど
な
の
で
、
ト
イ
レ
や
ベ
ッ

ド
サ
イ
ド
に
置
い
て
お
く
と
、

ふ
と
時
間
が
で
き
た
と
き
な
ど

に
さ
ら
っ
と
読
め
る
。
雑
学
を

身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
普
段
か

ら
ち
ょ
っ
と
し
た
違
和
感
を
見

過
ご
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

た
い
。
　
　
　︵
高
田
由
起
子
︶

 知っておくべき危ない前兆
ホームライフ取材班・編

 青春出版社・刊

■善医の罪（久坂部羊、文藝春秋）担当する男性患者が意
識不明で救急に運ばれた。医師の白石ルネは患者から延命
治療はしないで欲しいとお願いされていたこともあり、家
族を説得して同意のもと延命治療を止めた。しかし 3 年後
に殺人罪で告発・起訴されてしまう。医師でもある著者が
描くリアルな医療小説。■オンナの奥義 無敵のオバサン
になるための33の扉（阿川佐和子・大石静、文春文庫）『週
刊文春』の連載対談でおなじみのエッセイスト阿川佐和子
と数々のヒットドラマを生み出す脚本家大石静の対談集。
第 1 章「結婚ってなに？」では、大石が 63 歳で結婚した
阿川の新婚生活について突っ込んで聞いている。■家族と
社会が壊れるとき （是枝裕和、ケン・ローチ、NHK 出版
新書）自分が貧しいことを知らないで日々働いている人々
の生活を切り取るイギリスの映画監督ケン・ローチ（今年
84 歳）と日本の片隅に生きる社会から取り残された人々
を描く映画監督の是枝裕和（今年 59 歳）、２人の社会派映
画監督の対談。■あずかりやさん-まぼろしチャーハン (大
山淳子、ポプラ社）東京の下町にある１日百円で何でも預
かる「あずかりや」シリーズ４作目。短編 5 編で主人公が
異なる。それぞれ抱えている事情があり、あずかりや店主
の桐島透に物だけでなく言葉も預けにやってくる。傍題に
なっている「まぼろしチャーハン」は４ページの短編の中
の短編だがほっこりした気持ちになる。■日本沈没 上・下（小松左京、ハル
キ文庫）1973（昭和 48）年に刊行された当時の大ベストセラー作品。ドラ
マ、映画、漫画にもなり大ヒットとなった名作。今年秋には小栗旬で再ドラ
マ化される。197X 年夏。小笠原諸島の小島が一夜にして海底に沈んだ。地
球物理学者の田所博士は深海調査艇に乗って現場にいくのだった。■賢く歳
をかさねる人間の品格（坂東眞理子、SB 新書）昭和女子大理事長・総長で
ある著者が高齢者に「志をもとう」と人生 100 年時代の生き方、偉人の名言
とともに 7 条を提言する。日本では歳を取ることは失うことと考えられてい
る。その呪いから解放され、ワインは古いほどいいというヨーロッパ的な考
えで、まずは自虐年齢感から卒業しようという言葉は力強い。（菊田幸乃）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　
医
師
が
描
く
真
に
迫
る
医
療
小
説
。
阿
川
佐
和
子
と
大
石
静
の
対
談
集
。
日
英
の
社
会

派
映
画
監
督
の
対
談
と
書
き
下
ろ
し
。
優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
﹁
あ
ず
か
り
や
﹂
シ
リ
ー

ズ
４
作
目
。
小
松
左
京
の
昭
和
の
名
作
が
再
び
。
人
生
１
０
０
年
時
代
の
７
か
条
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
く
ま
夫
婦
の
ベ
テ
ィ
と
ボ
ビ

ー
は
、
冬
眠
を
は
じ
め
る
前
に

目
覚
ま
し
時
計
を
２
月
14
日
に

セ
ッ
ト
し
ま
す
。
冬
眠
中
で
も

１
度
目
覚
め
て
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
を
一
緒
に
祝
う
た
め
で

す
。
寄
り
添
っ
て
仲
良
く
眠
る

く
ま
夫
婦
。
冬
眠
か
ら
４
か
月

が
過
ぎ
、
目
覚
ま
し
時
計
が
大

き
な
音
を
立
て
て
、
そ
の
日
が

来
た
こ
と
を
知
ら
せ
ま
す
。

　
先
に
起
き
た
ベ
テ
ィ
は
、
ボ

ビ
ー
が
ま
だ
眠
っ
て
い
る
様
子

を
見
て
ひ
と
安
心
。
ボ
ビ
ー
に

内
緒
で
準
備
す
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
す
。
ま
ず
は
心

を
込
め
た
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書
い

て
、
そ
れ
か
ら
雪
か
き
を
し
て
、

冬
が
来
る
前
に
埋
め
て
い
た
蜂

蜜
の
壺
を
掘
り
出
し
ま
す
。
よ

う
や
く
準
備
が
整
い
、
ボ
ビ
ー

を
起
こ
す
と
﹁
あ
と
５
週
間
だ

け
眠
ら
せ
て
！
﹂
と
二
度
寝
を

は
じ
め
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
て

さ
て
、
く
ま
夫
婦
は
バ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
ー
を
祝
う
こ
と
が
で
き

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
特
別
な
１
日
を
大
切
に
す
る

く
ま
夫
婦
の
話
し
か
ら
、
家
族

や
友
達
へ
の
思
い
や
り
の
気
持

ち
が
育
め
る
本
。
対
象
年
齢
４

歳
以
上
。
　
　
　
　
　︵
高
田
︶

思
い
や
り
の
気
持
ち
が
育
め
る
絵
本

 『くまふうふのバレンタイン』
文：イヴ・バンチング　絵：ジャン・ブレット

新世研　2000 年

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

　
１
９
９
８
年
、
集
英
社
か
ら

小
説
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た

作
品
﹃
パ
ン
の
鳴
る
海
、
緋
の

舞
う
空
﹂
が
い
き
な
り
小
説
す

ば
る
新
人
賞
を
受
賞
し
て
文
壇

に
彗
星
の
如
く
現
れ
た
。
そ
れ

ま
で
は
音
楽
ラ
イ
タ
ー
、
編
集

者
を
経
て
94
年
に
初
の
イ
ラ
ス

ト
エ
ッ
セ
イ
集
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
街
角
ス
ケ
ッ
チ
﹄
を
出
版
し

た
り
、
イ
ラ
ス
ト
エ
ッ
セ
イ
集

を
計
3
冊
出
版
し
た
り
し
た

が
、
今
で
は
長
編
小
説
で
本
領

を
発
揮
し
て
い
る
。
第
2
作
と

な
る
﹃
フ
ラ
グ
ラ
ー
の
海
上
鉄

道
﹄
は
、
旅
行
先
の
キ
ー
・
ウ

エ
ス
ト
と
ブ
エ
ナ
・
ビ
ス
タ
・

ソ
シ
ア
ル
・
ク
ラ
ブ
の
取
材
の

た
め
に
訪
れ
た
キ
ュ
ー
バ
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
執
筆
さ
れ
た

作
品
。﹃
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
﹄﹃
チ

ェ
リ
ー
﹄
が
そ
れ
ぞ
れ
、
小

学
館
児
童
出
版
文
化
賞
、
坪

田
譲
治
文
学
賞
候
補
と
な
る
。

２
０
２
０
年
、﹃
宇
宙
で
い
ち

ば
ん
あ
か
る
い
屋
根
﹄
が
映
画

化
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も

発
売
さ
れ
た
︵
２
面
に
記
事
︶。

　
多
作
だ
。
著
作
は﹁
虹
の
巣
﹂

﹁
海
鳴
屋
楽
団
、空
を
い
く
﹂﹁
犬

の
う
な
じ
﹂﹁
チ
ェ
リ
ー
﹂﹁
お

ど
り
ば
金
魚
﹂、翻
訳
絵
本
﹁
も

ぐ
ら
の
バ
イ
オ
リ
ン
﹂他
多
数
。

ま
た
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と

し
て
、
装
画
、
広
告
イ
ラ
ス
ト

な
ど
も
手
が
け
る
。
自
身
の
挿

画
に
よ
る
小
説
に
﹁
ぴ
し
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
﹂、
イ
ラ
ス
ト
エ
ッ
セ

イ
集
は
前
述
の
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
街
角
ス
ケ
ッ
チ
﹂
ほ
か
﹁
カ

リ
ブ
海
お
ひ
る
ね
ス
ケ
ッ
チ
﹂

﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク 

ア
ン
テ
ィ
ー

ク
物
語
﹂
な
ど
が
あ
る
。
最
新

刊
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
を
舞
台

に
し
た
﹁
洗
濯
屋
三
十
次
郎
﹂。

絵
も
描
け
る
小
説
家
と
し
て
Ｎ

Ｙ
で
活
躍
し
て
い
る
。

　
明
治
大
学
文
学
部
文
学
科
演

劇
学
卒
業
。
東
京
生
ま
れ
。
音

楽
出
版
社
の
編
集
者
を
経
て
音

楽
ラ
イ
タ
ー
と
な
り
、
国
内
外

問
わ
ず
多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
を
取
材
。
80
年
代
後
半
か
ら

90
年
に
か
け
て
、B

'z
、
久
保

不
器
用
で
も
精
一
杯
生
き
る
姿
描
く

小説家

野中ともそさん

田
利
伸
等
の
取
材
で
何
度
か
訪

れ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
、

１
９
９
２
年
に
移
住
。﹁
帰
国

を
気
に
せ
ず
に
好
き
な
ラ
イ
ブ

を
観
た
か
っ
た
か
ら
﹂
と
い
う

理
由
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い

う
か
ら
当
世
代
の
若
い
女
の
子

と
動
機
は
変
わ
ら
な
い
。

　
来
米
当
時
は
音
楽
ラ
イ
タ

ー
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て

い
た
そ
う
だ
が
、
取
材
で
訪
れ

た
カ
リ
ブ
海
の
島
々
や
キ
ュ
ー

バ
の
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
う
ち
に

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
も
表
現
し
て

み
た
く
な
り
、
小
説
の
執
筆
に

取
り
掛
か
っ
た
と
い
う
。

　﹁
私
の
小
説
は
、
ヒ
ー
ロ
ー

的
な
人
間
像
よ
り
も
、
生
き
る

の
に
不
器
用
で
精
一
杯
な
人
々

が
主
体
な
の
で
す
が
、
そ
う
い

う
人
々
の
さ
さ
い
な
心
の
動
き

を
小
説
の
中
で
代
弁
で
き
た
ら

な
、
と
い
う
思
い
は
常
に
あ
り

ま
す
。
表
現
と
し
て
は
、
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
と
い
う
枠
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

何
か
に
深
く
感
銘
を
受
け
た

り
、
表
現
し
た
い
テ
ー
マ
に
遭

遇
し
た
時
に
、
そ
れ
を
つ
き
つ

め
、
入
念
な
リ
サ
ー
チ
も
含
め

て
、
ひ
と
つ
の
世
界
観
を
あ
ら

わ
す
作
品
と
し
て
完
結
さ
せ
ら

れ
た
ら
理
想
で
す
﹂
と
話
す
。

　
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
の
将

来
を
聞
く
と
、﹁
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
、
長
く
構
想
を
重
ね
、
こ

れ
か
ら
ま
さ
に
手
掛
け
よ
う
と

し
て
い
た
作
品
の
根
底
が
ゆ
ら

ぎ
、
一
か
ら
築
き
直
さ
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
状
況
に
去
年

は
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
新
た
に
、
今
の
自
分
の
い

る
環
境
と
現
実
に
基
づ
い
た
作

品
、
創
作
と
い
え
ど
も
リ
ア
ル

な
時
代
性
の
あ
る
物
語
が
生
み

出
せ
た
ら
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
Ｎ
Ｙ
に
住
ん
で
い
る
か
ら

こ
そ
書
け
る
、と
い
う
こ
と
で
、

も
し
か
し
た
ら
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

と
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
狭
間

に
あ
る
よ
う
な
作
品
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
絵

を
描
く
の
も
好
き
な
の
で
以
前

出
版
し
た﹃
ぴ
し
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
﹄

に
続
い
て
、
絵
と
物
語
を
融
合

さ
せ
た
本
も
作
っ
て
み
た
い
﹂

と
意
欲
満
々
。
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
フ
ァ
ン
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
そ
う
だ
。︵
三
浦
良
一
記
者
、

写
真
は
本
人
提
供
︶

　
２
月
は
最
も
気
温
の
下
が
る

時
期
で
、
身
体
も
冬
疲
れ
を
感

じ
る
頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
回
は
心
身
を
元
気
に
す

る
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
の
精
油
は
観

賞
用
の
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
と
は
別
種

の
植
物
か
ら
抽
出
し
ま
す
。
テ

ン
ジ
ク
ア
オ
イ
属
の
ペ
ラ
ゴ
ニ

ウ
ム
・
グ
ラ
ベ
オ
レ
ン
ズ
と
い

う
植
物
で
す
。
ギ
ザ
ギ
ザ
の
切

れ
込
み
の
あ
る
繊
毛
で
覆
わ
れ

た
葉
に
強
い
香
り
を
含
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
葉
は
昔
か
ら
生
傷

や
止
血
に
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
１
８
０
０
年
代
前
半

に
は
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
の
本
格
的
な

蒸
留
が
始
ま
り
、
そ
れ
以
来
香

水
や
香
粧
品
の
原
料
と
し
て
幅

広
く
使
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

濃
厚
な
ゼ
ラ
ニ
ウ

ム
精
油
の
香
り
は

薄
め
る
こ
と
、
拡

散
す
る
こ
と
で
よ

り
こ
こ
ろ
よ
い
香

り
を
放
ち
ま
す
。

ロ
ー
ズ
様
の
収
斂

的
な
、
グ
リ
ー
ン

調
の
渋
い
香
り

は
、
神
経
と
心
身

を
引
き
締
め
、
気

の
流
出
を
防
ぎ
ま

と
め
ま
す
。
ま
た

気
を
足
元
に
下
げ

安
定
感
、
現
実
感

を
与
え
ま
す
。

︻
効
能
︼
心
身
強
壮
、
癒
傷
、

止
血
、
収
斂
、
鎮
痛
、
皮
膚
感

染
症
、
末
梢
の
血
行
促
進
、
ス

キ
ン
ケ
ア

︻
使
い
方
︼
植
物
油
で
う
す
め

ボ
デ
ィ
オ
イ
ル
や
マ
ッ
サ
ー
ジ

オ
イ
ル
と
し
て
使
う
、
デ
ィ
フ

ュ
ー
ザ
ー
で
拡
散
さ
せ
る

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に
て

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品

や
精
油
の
調
合
を
実
施
す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー
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ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
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日
本
で
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
で
２
度
目
の
非
常
事
態
宣
言

で
す
。
全
国
へ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

活
動
の
国
連
平
和
の
鐘
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
進
み
ま
せ
ん
。
最
近

は
社
会
貢
献
の
活
動
で
ビ
ジ
ネ

ス
で
は
無
い
の
で
急
ぐ
必
要
も

な
い
の
で
す
が
。
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
で
の
10
回
目
の
イ
ベ
ン

ト
も
昨
年
は
延
期
に
な
り
今
年

は
10
月
４
日
に
予
定
。
先
程
の

連
絡
で
す
。
考
え
れ
ば
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
は
あ
る
人
と
の
出

会
い
が
キ
ッ
カ
ケ
で
す
。
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
で
﹁
日
本

丸
﹂
の
乗
客
に
﹁
歌
謡
シ
ョ
ー

＆
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を

旅
の
想
い
出
に
す
る
﹂
と
い
う

企
画
で
す
。
横
浜
か
ら
韓
国
へ

の
船
旅
。
指
導
は
プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー
第
一
人
者
の
上
村

良
子
さ
ん
。
歌
手
は
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
の
大
御
所
、
さ
さ
き
い
さ

お
さ
ん
。
私
は
、
さ
さ
き
い
さ

 
梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

35

カ
ー
ネ
ギ
ー
へ
の
道

お
さ
ん
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
土
曜
日
ラ

ジ
オ
番
組
の
フ
ァ
ン
で
す
。
ウ

ェ
デ
ィ
ン
グ
の
仕
事
で
静
岡
か

ら
甲
府
の
婚
礼
会
場
ベ
ル
ク
ラ

シ
ッ
ク
へ
と
暗
い
樹
海
の
近
く

を
毎
週
土
曜
日
に
車
で
山
道
を

通
っ
て
い
た
頃
で
す
。
私
は
、

さ
さ
き
い
さ
お
の
サ
イ
ン
色
紙

を
依
頼
し
ま
す
。
後
日
に
は
横

浜
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
の
後
に

大
阪
梅
田
の
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ
ル
で
﹁
ブ
ー
ケ

シ
ョ
ー
＆
佐
々
木
い
さ
お
デ
ィ

ナ
ー
シ
ョ
ー
﹂
を
主
催
し
ま

す
。
前
日
は
食
事
会
。
何
で
も

い
さ
お
さ
ん
の
お
父
上
は
元
海

軍
中
将
で
ご
家
族
も
東
京
大
学

ご
出
身
。
御
本
人
も
東
京
の
進

学
名
門
校
で
有
名
な
武
蔵
高
校

を
首
席
卒
業
で
す
。
歌
手
志
望

で
も
な
く
17
歳
で
初
め
て
の
レ

コ
ー
ド
の
エ
ル
ビ
ス
プ
レ
ス
リ

ー
を
真
似
て
出
場
し
た
歌
コ
ン

テ
ス
ト
で
優
勝
。
話
が
進
み
和

製
プ
レ
ス
リ
ー
で
衝
撃
的
デ
ビ

ュ
ー
を
さ
れ
ま
す
。
私
は
盛
り

上
が
り
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
﹁
ブ
ー
ケ

シ
ョ
ー
＆
佐
々
木
い
さ
お
シ
ョ

ー
﹂を
手
掛
け
る
話
を
し
ま
す
。

そ
し
て
お
連
れ
し
ま
す
。
そ
の

メ
イ
ン
会
場
の
ホ
ノ
ル
ル
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
あ
の

長
身
と
足
の
長
さ
で
﹁
ナ
ン
ト

ア
ン
ド
ユ
ー
﹂
と
﹁
ブ
ル
ー
ハ

ワ
イ
﹂
を
歌
い
ま
す
。
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
の
３
０
０
０
人
の

会
場
に
響
き
渡
り
会
場
内
の

隅
々
か
ら
一
斉
に
人
々
が
ス
テ

ー
ジ
の
周
り
に
駆
け
寄
っ
て
来

ま
す
。
こ
の
光
景
は
10
数
年
経

っ
た
今
で
も
鮮
や
か
に
覚
え
て

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
夜
に
は
ハ

ワ
イ
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ
バ
ル

財
団
の
浅
沼
事
務
局
長
や
実
行

委
員
会
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
斎
藤
さ

ん
、
ハ
ワ
イ
日
本
文
化
セ
ン
タ

ー
理
事
長
の
レ
ニ
ー
矢
島
女
史

ら
を
招
待
し
て
そ
の
夜
に
ワ
イ

キ
キ
キ
の
ホ
テ
ル
で
デ
ィ
ナ
ー

シ
ョ
ー
。
レ
ニ
ー
さ
ん
に
も
ブ

ー
ケ
シ
ョ
ー
に
出
演
し
て
頂
き

ま
す
。
そ
し
て
シ
ョ
ー
が
終
わ

り
レ
ニ
ー
矢
島
女
史
が
﹁
い
さ

お
の
発
音
は
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
﹂

と
呟
き
ま
す
。
そ
し
て
後
日
私

が
舞
浜
の
シ
ャ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

で
次
女
の
友
梨
と
散
歩
し
て
い

た
時
に
車
の
中
か
ら
声
を
掛
け

ら
れ
ま
す
。
さ
さ
き
さ
ん
の
奥

様
で
子
役
か
ら
の
声
優
で
有
名

な
、
上
田
み
ゆ
き
さ
ん
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
帰
り
だ
っ
た

ら
し
く
コ
ー
ヒ
ー
を
ご
一
緒
し

ま
す
。
何
気
な
く
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
の
話
に
な
り
ま
す
。
何

で
も
、
さ
さ
き
い
さ
お
さ
ん
と

武
蔵
高
校
で
首
席
争
い
を
し
て

い
た
友
人
が
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー

ル
の
近
く
で
国
際
弁
護
士
を
し

て
い
ら
し
ゃ
る
と
の
事
で
す
。

﹁
い
つ
か
そ
こ
で
シ
ョ
ー
を
や

り
た
い
で
す
よ
ね
﹂
と
夢
の
話

で
す
。
そ
し
て
意
外
な
形
で
カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
へ
の
風
が
吹

い
て
き
ま
す
。

　

 ︵
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
︶

　
連
邦
裁
判
官
は
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た

専
門
職
ビ
ザ
の
発
給
数
を
制
限

す
る
２
つ
の
新
規
制
を
無
効
と

し
ま
し
た
。

　
米
国
地
方
裁
判
官
の
ジ
ェ
フ

リ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
氏
は
12
月
1

日
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
り

２
０
２
０
年
10
月
に
発
表
さ
れ

た
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
す
る
規
制
変
更
を
無
効
と

し
ま
し
た
。
こ
の
規
制
は
、
海

外
か
ら
の
熟
練
し
た
外
国
人
労

働
者
を
雇
用
す
る
際
の
賃
金
要

件
と
、
専
門
職
の
新
規
Ｈ-

１

Ｂ
ビ
ザ
雇
用
に
対
し
て
企
業
に

新
た
な
制
限
を
課
す
内
容
の
も

の
で
し
た
。
ま
た
、
政
府
関
係

者
に
よ
る
と
、
こ
の
無
効
化
の

背
景
に
は
、
米
国
内
で
多
数
の

失
業
者
数
が
出
て
い
る
の
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
要
因
で

あ
る
こ
と
、
新
規
Ｈ-

１
Ｂ
ビ

ザ
申
請
の
お
よ
そ
3
割
が
却
下

さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
全
米
国
商
工
会
議
所
は
、
国

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
共
同

で
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
打
ち
出

し
た
新
規
制
の
公
的
意
見
聴
取

期
間
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と

に
加
え
、
こ
の
新
規
性
に
よ
っ

て
賃
金
要
件
が
変
更
さ
れ
た
こ

と
で
、
外
国
労
働
者
に
支
払
う

賃
金
が
大
幅
に
上
昇
す
る
こ
と

と
な
り
、
そ
れ
が
原
因
で
多
数

の
解
雇
者
が
発
生
す
る
と
さ

れ
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
を
起
訴
し

た
と
い
う
経
緯
で
す
。

　
参
考
ま
で
に
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
が
打
ち
出
し
て
い
た
新
規
則

は
下
記
の
内
容
で
す
。

・ 

２
０
２
０
年
10
月
8
日
か

ら
、
米
国
労
働
省
は
Ｈ-

１
Ｂ

や
雇
用
ベ
ー
ス
の
永
住
権
申
請

等
に
必
要
な
賃
金
査
定
に
お
い

て
レ
ベ
ル
分
け
さ
れ
て
い
る

平
均
賃
金
額
を
引
き
上
げ
ま

し
た
。
こ
の
暫
定
規
則
に
よ

り
、
Ｈ-

１
Ｂ
、
Ｈ-

１
Ｂ
１
、

Ｅ-

３
と
Ｉ-

１
４
０
︵
移
民

申
請
︶
に
該
当
す
る
特
定
の
ビ

ザ
申
請
の
エ
ン
ト
リ
ー
レ
ベ
ル

の
最
低
賃
金
が
全
体
の
ほ
ぼ
中

間
に
位
置
す
る
45
％
の
位
置
の

金
額
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
規
則
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の

Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
労
働
者
の
最
低

賃
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
た

め
、
エ
ン
ト
リ
ー
レ
ベ
ル
の
賃

金
額
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
新

卒
外
国
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ

と
は
現
実
的
で
は
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
規
則
は
本
来

あ
る
べ
き
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
の
規

定
に
反
す
る
と
も
考
え
ら
れ
、

現
状
、
当
判
決
は
ま
だ
最
終
的

な
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
今

回
の
裁
判
官
の
判
決
は
称
賛
に

値
す
る
も
の
で
し
ょ
う
。

・ 

米
国
国
土
安
全
保
障
省
に
よ

る
、﹁
専
門
職
﹂
と
雇
用
者
と

従
業
員
の
関
係
︵
労
使
関
係
︶

に
関
す
る
規
制
上
の
定
義
に
も

い
く
つ
か
重
要
な
変
更
が
加
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
変

更
は
２
０
２
０
年
12
月
7
日
か

ら
適
用
さ
れ
、
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ

を
取
得
す
る
た
め
の
要
件
が
さ

ら
に
厳
し
く
な
る
、
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
全
内
容
が
記
載
さ
れ
た
記
事

は
弊
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り

ご
覧
頂
け
ま
す
。

*

本
記
事
は
12
月
時
点
に
発
表

さ
れ
た
内
容
で
、
こ
の
記
事
が

皆
様
に
読
ま
れ
て
い
る
頃
に
は

異
な
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
可

能
性
も
ご
ざ
い
ま
す
こ
と
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

︵
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
シ
ン
デ
ル
／

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
︶

米
国
地
方
裁
判
所
に
よ
る
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ

新
規
制
の
無
効
化
に
つ
い
て

　
バ
イ
デ
ン
氏
の
大
統
領
就
任

式
で
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
す
ぎ
る
服

装
が
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
バ

ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス
上
院
議

員
︵
本
紙
１
月
30
日
号
既
報
＝

写
真
下
＝
︶。
ミ
ト
ン
の
手
袋

を
し
て
足
を
組
み
寒
空
の
下
で

椅
子
に
座
る
姿
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
テ

キ
サ
ス
州
在
住
の
ト
ビ
ー
・
キ

ン
グ
さ
ん
が
毛
糸
で
編
ん
だ
サ

ン
ダ
ー
ス
氏
の
人
形
＝
写
真
上

＝
がeB

ay

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ
た
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
１
月
23
日

に
99
セ
ン
ト
か
ら
ス
タ
ー
ト
、

１
６
７
件
の
入
札
が
あ
り
、
最

終
日
の
26
日
に
２
万
３
０
０
ド

ル
で
落
札
さ
れ
た
。

　
人
形
作
家
の
キ
ン
グ
さ
ん

は
、
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
の
熱
心
な

支
持
者
だ
と
い
う
。
収
益
を
含

む
４
万
ド
ル
あ
ま
り
の
売
り
上

げ
は
、
体
の
不
自
由
な
高
齢
者

に
食
料
を
届
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
ミ
ー
ル
ズ
・
オ
ン
・
ホ

イ
ー
ル
ズ
・
ア
メ
リ
カ
協
会
に

全
額
寄
付
さ
れ
る
。

大
統
領
就
任
式
フ
ァ
シ
ョ
ン
話
題
で

バーニー・サンダース

人形が 2 万ドル

トビー・キングさんのインスタグラムより

　
ベ
ル
ギ
ー
発
の
有
名
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
・
ブ
ラ
ン
ド
の
ゴ
デ
ィ

バ
は
１
月
25
日
、
米
国
と
カ
ナ

ダ
の
全
１
２
５
店
舗
を
閉
店

し
、
北
米
事
業
か
ら
撤
退
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。 

　
１
９
２
６
年
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

で
創
業
し
た
同
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
・
メ
ー
カ
ー
は
、
72
年
に

米
キ
ャ
ン
ベ
ル
社
が
買
収
し
、

２
０
０
７
年
以
降
は
、
ト
ル
コ

最
大
の
食
品
会
社
ウ
ル
ケ
ル
・

グ
ル
ー
プ
の
親
会
社
で
あ
る
ユ

ル
ド
ゥ
ス
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
傘
下
と
な
っ
て
い
る
。
昨

年
12
月
に
同
社
の
最
高
経
営
責

任
者
に
就
任
し
た
ナ
ー
タ
ッ

ク
・
ジ
ヤ
ル
・
ア
フ
リ
デ
ィ
氏

は
同
決
定
に
つ
い
て
﹁
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
実
店
舗
で

の
販
売
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
通
販

に
事
業
を
移
行
し
て
く
た
め
﹂

と
伝
え
て
い
る
。 

　
米
国
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
売

上
状
態
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以

降
は
右
肩
上
が
り
と
な
っ
て

お
り
、
昨
年
の
総
売
上
は
約

１
５
０
憶
ド
ル
と
19
年
比
で
５

％
増
だ
っ
た
。
し
か
し
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
内
な
ど
の
実

店
舗
で
営
業
す
る
同
社
の
売
上

は
、
急
激
に
落
ち
込
ん
だ
と
い

う
。
今
月
14
日
の
バ
レ
ン
タ
イ

ン
・
デ
ー
ま
で
は
営
業
を
続
け

る
が
、
３
月
末
ま
で
に
は
全
店

舗
が
完
全
に
閉
店
と
な
る
。
タ

ー
ゲ
ッ
ト
や
Ｃ
Ｖ
Ｓ
、
コ
ス
ト

コ
な
ど
の
大
型
小
売
店
で
の
販

売
は
継
続
す
る
。

チ
ョ
コ
の

ゴ
デ
ィ
バ

北
米
店
舗
撤
退

　
Ｎ
Ｙ
Ｃ
フ
ェ
リ
ー
は
２
月
１

日
か
ら
完
全
非
接
触
の
チ
ケ
ッ

ト
へ
移
行
し
た
。使
用
方
法
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
︵
ア
イ
フ
ォ

ー
ン
と
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
︶
で
利

用
出
来
る
Ｎ
Ｙ
Ｃ
フ
ェ
リ
ー
ア

プ
リ
か
ら
購
入
。ま
た
は
現
金
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
デ
ビ
ッ

ト
カ
ー
ド
、
ま
た
は
コ
ミ
ュ
ー

タ
ー
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
使
っ
て
チ
ケ
ッ
ト
販
売
機
か

ら
購
入
す
る
。
す
べ
て
の
チ
ケ

ッ
ト
は
90
分
有
効
で
、
時
間
内

で
あ
れ
ば
他
の
ル
ー
ト
の
Ｎ
Ｙ

Ｃ
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
換
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.ferry.nyc/

を
参
照
。

Ｎ
Ｙ
フ
ェ
リ
ー
乗
船
券
購
入

今
月
か
ら
非
接
触
型
に
移
行

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23
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大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ 

37  

2 月

如
きさらぎ

月

　
誰
も
振
り
返
ら
な
い
木
の
芽

に
、
時
々
足
を
止
め
て
見
入

る
。
﹁
木
の
芽
﹂
と
い
う
季
語

に
導
か
れ
て
、
い
つ
し
か
、
こ

ん
な
楽
し
み
を
得
た
。
春
と
は

名
ば
か
り
の
灰
色
の
空
の
下
で

も
、
小
さ
な
変
化
に
気
づ
く
こ

と
が
、
小
さ
な
幸
せ
を
く
れ
る
。

わ
た
し
も
顔
を
あ
げ
光
へ
向
か

い
、
一
歩
で
も
半
歩
で
も
踏
み

だ
そ
う
。
﹁
ま
だ
一
志
抱
﹂
い

て
い
る
﹁
か
た
く
な
﹂
さ
に
も
、

き
っ
と
春
は
来
る
。

季
語
＝
木
の
芽(

春)

名
の
木

の
芽
、
芽
吹
く
、
木
の
芽
張
る
、

木
の
芽
時
な
ど
。
春
の
木
の
芽

の
総
称
。
さ
ま
ざ
ま
な
芽
に
そ

れ
ぞ
れ
の
美
し
さ
と
生
命
力
が

あ
る
。

＊

＊

＊

　
寒
さ
に
縮
ん
だ
気
分
を
振
り

払
お
う
と
、
春
シ
ョ
ー
ル
を
手

に
取
る
。
な
に
か
ひ
と
つ
で

も
、
春
の
雰
囲
気
を
ま
と
い
た

く
て
。
手
に
取
る
色
や
素
材

に
、
そ
の
時
々
の
心
の
揺
れ
が

映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
、
と
思

う
。
言
葉
で
掬
い
と
れ
な
い
よ

う
な
微
妙
な
も
の
だ
が
、
選
ん

だ
春
シ
ョ
ー
ル
に
触
れ
る
時
、

ふ
と
、
自
分
の
心
に
触
れ
て
い

る
錯
覚
を
お
ぼ
え
る
。

季
語
＝
春
シ
ョ
ー
ル(

春)

春

に
な
っ
て
も
残
る
寒
さ
を
し

の
ぐ
た
め
に
、
肩
に
か
け
る
。

細
い
糸
で
編
ま
れ
た
も
の
、
薄

い
布
地
の
も
の
、
絹
や
レ
ー
ス

を
あ
し
ら
う
な
ど
、
多
様
な
素

材
が
あ
る
。
春
ら
し
い
明
る
い

色
目
も
特
徴
の
ひ
と
つ
。

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

 

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
︵
特
別

協
賛
：
北
米
伊
藤
園
︶
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
今
年
の
最
終

応
募
は
10
月
末
ま
で
。

　

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhaiku

gran
dprix

@
gm

ail.com
 

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.artofhaiku.org 

参
照
。

 最終応募 10 月末まで

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

ま
だ
一い

っ
し志

抱い
だ

き
木こ

の
芽め

の
か
た
く
な
に

ま
と
ひ
つ
く
色い

ろ

も
あ
る
な
り
春は

る

シ
ョ
ー
ル

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
相
澤
順
校
長
︶
は
１
月
12

日
と
13
日
に
、
毎
年
恒
例
の
新

年
の
行
事
﹁
書
き
初
め
大
会
﹂

を
行
っ
た
。児
童
生
徒
た
ち
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
新
た
な

年
の
始
ま
り
の
喜
び
を
胸
に
元

気
に
筆
を
走
ら
せ
て
い
た
。
今

年
度
は
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に

時
間
や
場
所
を
ず
ら
し
て
開
催

し
、
児
童
生
徒
は
広
く
間
隔
を

取
っ
て
書
き
初
め
を
行
っ
た
。

12
月
の
書
写
の
授
業
や
冬
休
み

の
課
題
で
練
習
し
た
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
、
１
・
２
年
生
は

硬
筆
、
３
〜
９
年
生
は
毛
筆
で

心
を
込
め
て
書
き
上
げ
た
。

　
同
校
で
は
毎
年
書
き
初
め
大

会
の
審
査
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
度
も
厳
正
な
審
査
の
上
、
各

学
年
か
ら
金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞

の
作
品
が
選
ば
れ
た
。
ど
の
作

品
も
力
強
く
の
び
の
び
と
し
た

作
品
ば
か
り
だ
っ
た
。

書き初め大会
NY 日本人学校で

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
相
澤
順
校
長
︶
と
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
︵
菱

沼
省
二
校
長
︶
は
22
日
、
教
職

員
の
交
流
研
修
会
を
ズ
ー
ム
に

て
開
催
し
た
。
両
校
は
毎
年
互

い
の
学
校
を
訪
問
し
、
授
業
や

各
校
で
の
課
題
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
し
合
っ
て
い
る
。

　
今
回
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

日
本
人
学
校
が
担
当
と
な
り
、

２
０
２
０
年
度
文
部
科
学
省
・

日
本
人
学
校
教
育
環
境
整
備
事

業
﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

体
制
構
築
に
関
す
る
実
証
事

業
﹂
の
協
力
校
と
し
て
の
実
践

発
表
を
行
っ
た
。
ま
た
記
念
講

演
と
し
て
、
北
海
道
教
育
大
学

教
育
学
研
究
科
教
職
大
学
院
の

川
俣
智
路
先
生
よ
り
学
び
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
具
体

的
な
実
践
に
つ
い
て
講
話
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
状
況
下
で

の
取
組
や
研
修
に
つ
い
て
も
話

し
合
っ
た
。
教
職
員
は
﹁
川
俣

先
生
の
お
話
が
分
か
り
や
す
く

Ｕ
Ｄ
Ｌ
を
視
点
に
授
業
を
見
直

し
て
い
き
た
い
﹂﹁
子
ど
も
の

学
び
を
止
め
な
い
取
組
が
分
か

り
今
後
の
研
修
に
も
生
か
し
て

い
き
た
い
﹂と
感
想
を
話
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

は
１
９
７
５
年
９
月
に
開
校
し

今
年
で
45
年
目
を
迎
え
る
。
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

は
92
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

人
学
校
の
分
校
と
し
て
開
校

し
、
99
年
に
独
立
、
2
年
後
に

開
校
30
年
目
を
迎
え
る
。
両
校

は
元
は
一
つ
の
学
校
で
あ
り
、

文
部
科
学
省
認
定
の
全
日
制
日

本
人
学
校
と
し
て
日
本
語
に
よ

る
教
育
の
保
障
に
加
え
、
英
語

教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
米
国
社

会
を
理
解
さ
せ
る
教
育
に
も
力

を
注
い
で
い
る
。
両
校
の
教
職

員
は
共
に
魅
力
あ
る
教
育
活
動

を
展
開
す
る
た
め
交
流
研
修
会

や
現
地
校
訪
問
研
修
を
今
後
も

継
続
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
実

り
あ
る
研
修
会
を
終
え
た
。

学校教師が交流研修会
NYとNJの日本人学校
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自
閉
症
な
ど
の
発
達
障
害
、

う
つ
病
な
ど
心
の
病
気
、
ま
た

身
体
的
障
害
な
ど
、
特
別
な
ニ

ー
ズ
が
あ
る
と
、
そ
の
本
人
に

と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
き
ょ
う

だ
い
に
と
っ
て
も
大
き
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
な
り
得
ま
す
。
障
害

の
程
度
や
子
ど
も
の
気
質
・
性

格
な
ど
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て

き
ま
す
が
、
特
別
な
ニ
ー
ズ
が

あ
る
き
ょ
う
だ
い
を
持
つ
子
ど

も
達
に
次
の
よ
う
な
反
応
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
親
の
注
意
が
自
分
よ
り
障
害

が
あ
る
き
ょ
う
だ
い
に
向
け
ら

れ
て
い
る
と
思
い
、
寂
し
さ
や

ジ
ェ
ラ
シ
ー
を
感
じ
る
、 

き
ょ

う
だ
い
を
愛
お
し
く
大
切
に
思

う
一
方
、
怒
り
や
憤
り
を
感
じ

る
な
ど
相
反
す
る
強
い
感
情
が

共
存
す
る
。

●
他
の
子
か
ら
か
ら
か
わ
れ
た

り
、
人
か
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
目

で
見
ら
れ
た
な
ど
の
経
験
が
あ

る
と
﹁
自
分
は
他
の
子
と
は
違

う
﹂
と
い
う
孤
立
感
や
劣
等
感

を
感
じ
る
。

●
親
に
と
っ
て
自
分
の
ニ
ー
ズ

は
き
ょ
う
だ
い
の
そ
れ
よ
り
も

重
要
性
が
低
い
と
感
じ
る
。
こ

れ
ら
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
自
尊

心
や
自
己
肯
定
感
が
低
下
す

る
。

●
︵
意
識
的
に
で
は
な
く
無
意

識
に
︶
反
抗
し
た
り
問
題
を
起

こ
す
こ
と
で
、
あ
る
い
は
逆
に

優
等
生
に
な
る
こ
と
で
親
の
注

意
・
関
心
を
引
こ
う
と
す
る
。

●
親
に
心
配
を
か
け
ま
い
と
し

て
、
自
分
の
要
求
や
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
気
持
ち
︵
不
満
、
心
配
、

悲
し
み
他
︶を
表
さ
な
く
な
る
。

　
子
ど
も
の
心
が
健
や
か
に
成

長
し
て
い
く
た
め
に
は
、﹁
親

に
と
っ
て
自
分
は
何
よ
り
も
大

事
で
か
け
が
え
の
な
い
存
在
﹂

と
思
え
る
よ
う
な
無
条
件
の
愛

情
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た

家
庭
が
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
で

い
ら
れ
安
心
で
き
る
場
所
で
あ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し

子
ど
も
に
よ
っ
て
は
、
た
だ
で

さ
え
大
変
な
親
に
余
計
な
負
担

を
か
け
た
く
な
い
と
い
う
配
慮

か
ら
、
自
分
の
欲
求
や
感
情
を

表
さ
な
い
こ
と
が
習
慣
化
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

長
く
続
く
と
自
分
で
も
そ
れ
ら

が
何
か
わ
か
ら
な
く
な
り
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
形
成
に
混

乱
を
き
た
す
こ
と
も
あ
り
得
ま

す
。
そ
の
一
方
、
障
害
が
あ
る

き
ょ
う
だ
い
が
い
る
こ
と
が
子

ど
も
の
心
の
成
長
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

柔
軟
に
対
応
し
た
り
、
と
っ
さ

に
問
題
解
決
す
る
こ
と
が
必
要

な
場
に
出
く
わ
す
こ
と
が
多
く

な
り
、
そ
れ
ら
の
ス
キ
ル
が
身

に
つ
き
や
す
い
で
す
。
ま
た

人
々
の
違
い
へ
の
寛
容
さ
や
他

者
へ
の
思
い
や
り
、
忍
耐
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

な
ど
も
自
然
と
育
ま
れ
や
す
い

環
境
に
あ
る
と
も
い
え
る
で
し

ょ
う
。

　
親
は
障
害
が
あ
る
子
ど
も
の

世
話
だ
け
で
も
大
変
で
す
が
、

で
き
る
だ
け
き
ょ
う
だ
い
の
ケ

ア
に
も
気
を
つ
け
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
具
体
的
な
方
法
に
は

次
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
な
る
べ
く
早
い
う
ち
に
き
ょ

う
だ
い
の
障
害
に
つ
い
て
子
ど

も
の
年
齢
に
見
合
っ
た
説
明
を

す
る
。﹁
何
で
も
聞
い
て
よ
い
﹂

と
い
う
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
を

つ
く
る
。

●
﹁
自
分
も
き
ょ
う
だ
い
と
同

じ
よ
う
に
大
事
に
思
わ
れ
て
い

る
﹂
と
実
感
で
き
る
よ
う
、
そ

れ
を
言
葉
で
繰
り
返
し
伝
え
た

り
、
短
い
時
間
で
も
そ
の
子
と

親
だ
け
で
過
ご
す
ク
オ
リ
テ
ィ

タ
イ
ム
を
定
期
的
に
確
保
す

る
。
ま
た
何
か
問
題
や
悩
み
が

な
い
か
定
期
的
に
聞
い
て
あ
げ

る
。
も
し
あ
れ
ば
一
緒
に
相
談

し
具
体
的
に
支
援
す
る
︵
例
え

ば
か
ら
か
う
子
へ
の
対
応
を
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
す
る
︶。

●
子
ど
も
独
自
の
長
所
や
達
成

に
目
を
向
け
積
極
的
に
褒
め
る

︵
１
日
１
度
良
い
面
や
行
動
を

書
い
た
メ
モ
を
手
渡
す
の
も
効

果
的
︶。

●
特
別
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
き
ょ

う
だ
い
に
も
で
き
る
範
囲
で
家

の
き
ま
り
を
守
ら
せ
た
り
、
お

手
伝
い
さ
せ
た
り
す
る
︵
な
る

べ
く﹁
公
平
に
扱
わ
れ
て
い
る
﹂

と
思
え
る
よ
う
に
︶。

●
子
ど
も
独
自
の
特
技
や
打
ち

込
め
る
趣
味
を
見
つ
け
た
り
、

家
庭
以
外
に
も
自
分
の
居
場
所

を
確
保
で
き
る
よ
う
手
助
け
す

る
︵
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
な
ど
︶。

●
親
以
外
に
も
、
子
ど
も
が
信

頼
で
き
何
で
も
話
せ
る
大
人

︵
コ
ー
チ
、
親
の
友
人
な
ど
︶

を
見
つ
け
て
お
く
。

　
親
は
障
害
が
あ
る
子
ど
も
の

ケ
ア
だ
け
で
も
本
当
に
大
変
で

す
が
、
で
き
る
だ
け
意
識
し
て

可
能
な
時
に
少
し
ず
つ
行
う
だ

け
で
も
か
な
り
違
っ
て
き
ま

す
。
最
後
に
、
子
ど
も
達
を
ケ

ア
し
て
い
く
た
め
に
は
親
自
身

の
セ
ル
フ
ケ
ア
も
大
変
大
事
で

す
。
多
少
無
理
を
し
て
も
定
期

的
に
休
ん
だ
り
、
楽
し
め
る
こ

と
を
す
る
な
ど
し
て
、
ご
自
身

の
ケ
ア
に
も
ど
う
ぞ
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。

ニューヨーク日本人教育審議会
教育文化交流センター・教育相談室　教育相談員

クリ二カルサイコロジスト  森真佐子相談員（Ph.D.）

特別なニーズがある子どもの
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総

領
事
館
で
は
令
和
３
年
度

︵
２
０
２
１
年
度
︶
の
小
学
校

と
中
学
校
の
前
期
用
教
科
書
の

申
し
込
み
受
付
を
開
始
し
た
。

申
し
込
み
が
で
き
る
の
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
管
轄
地

域
内
に
住
み
、
在
留
届
を
提
出

し
て
い
る
長
期
滞
在
の
児
童
生

徒
。送
料
は
実
費
負
担
と
な
る
。

た
だ
し
日
本
人
学
校
、
日
本
語

補
習
校
に
在
籍
し
て
い
る
者
に

つ
い
て
は
、
学
校
か
ら
の
配
布

と
な
る
。
同
総
領
事
館
に
よ
る

と
永
住
者
の
子
供
も
将
来
日
本

に
帰
国
す
る
意
思
が
本
人
に
あ

れ
ば
教
科
書
を
提
供
す
る
。
具

体
的
な
申
し
込
み
方
法
、
教
科

書
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に

つ
い
て
は
同
総
領
事
館
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
参
照
。
申
込
み
締
切

り
は
３
月
１
日
︵
月
︶。

詳

細

はhttps://w
w

w
.

n
y

.u
s.em

b-japan
.go.jp/

jp
/

e
d

u
c

a
tio

n
/

0
3

_
textbook_2021_1.htm
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プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学

校
︵
三
井
知
之
校
長
、
生
徒
数

３
０
５
人
︶
は
１
月
17
日
に
補

習
校
中
学
部
ス
ピ
ー
チ
大
会
、

31
日
に
は
そ
の
表
彰
式
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
人
間
関
係
や

生
活
の
変
化
、
環
境
や
社
会
の

問
題
、
日
々
の
生
活
や
趣
味
、

特
技
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー

マ
で
、
な
か
に
は
ピ
ア
ノ
の
弾

き
語
り
や
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
用

い
た
ラ
ッ
プ
発
表
な
ど
、
オ
ン

ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
工
夫
も
光

っ
た
。

　
生
徒
一
人
一
人
の
個
性
や
努

力
、
深
い
考
察
が
伝
わ
る
素
晴

ら
し
い
発
表
と
な
り
、
甲
乙
付

け
難
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
審

査
員
に
よ
る
最
優
秀
賞
と
優
秀

賞
、
生
徒
が
選
ぶ
優
秀
賞
の
３

人
の
入
賞
者
が
選
ば
れ
た
。

　
1
月
23
日
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校(

児

玉
亮
一
校
長)

ア
ダ
ル
ト
コ
ー

ス
は
、
国
際
折
り
紙
作
家
の
矢

口
太
郎
氏
を
講
師
に
迎
え
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
新
年
会
・
折

り
紙
講
座
を
実
施
し
た
。

　
折
り
紙
の
ル
ー
ツ
は
贈
り
物

の
習
慣
、
﹁
も
っ
た
い
な
い
﹂

精
神
を
も
つ
日
本
人
が
紙
や
テ

ー
プ
を
無
駄
な
く
使
う
た
め
に

考
え
た
回
転
包
装
に
あ
る
そ
う

で
、
そ
の
こ
と
に
参
加
者
は
一

斉
に
頷
い
て
い
た
。
矢
口
氏
が

手
掛
け
て
き
た
数
々
の
作
品
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
圧
巻
す
る
も

の
ば
か
り
で
、
折
り
紙
は
子
ど

も
だ
け
で
な
く
大
人
の
も
の
で

も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、

折
り
紙
の
基
本
ル
ー
ル
を
学

び
、
参
加
者
全
員
で
折
り
紙
か

ぶ
と
に
挑
戦
し
た
。
基
本
ル
ー

ル
を
教
わ
っ
た
お
か
げ
で
、
参

加
者
全
員
、
初
め
て
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
上
手
に
か
ぶ
と
を
仕

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
学
校
を
始
め
、
あ
ら
ゆ
る
行

事
が
バ
ー
チ
ャ
ル
化
し
た
今
、

今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
新
年
会
は

ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
の
学
生
達
に

と
っ
て
と
て
も
新
鮮
で
、
遠
隔

で
も
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
を
体
感
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
た
。

　
矢
口
氏
の
経
営
す
るT

a-
ro’s O

rigam
i Studio

は
米

国
内
数
か
所
に
ス
タ
ジ
オ
を
持

ち
、
個
人
・
団
体
を
対
象
と
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
折
り
紙
講
座
も

提
供
し
て
い
る
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

日
本
語
補
習
授
業
校

ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
新
年
会

オンラインで
スピーチ大会
プリンストン日本語学校

補習校中学部

前
期
教
科
書
配
布

受
け
付
け
を
開
始

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
美
術

家
協
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ
︶
の
年

次
総
会
が
１
月
30
日
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
、
昨
年
逝
去
し

た
飯
塚
国
男
会
長
の
後
任
に
副

会
長
の
松
田
常
葉
氏
＝
写
真
＝

が
就
任
し
た
。
故
飯
塚
氏
は
名

誉
会
長
と
な
っ
た
。
以
下
役
員

は
副
会
長
・
越
光
桂
子
︵
兼
務
︶

会
計
・
越
光
桂
子︵
兼
務
︶理
事
・

青
柳
愛
子
、
古
川
文
香
、
ゆ
か

こ
、
三
浦
良
一
、
シ
モ
ン
千
賀

子
、
竹
下
宏
、
遊
真
あ
つ
こ
。

同
協
会
は
来
年
創
立
50
周
年
を

迎
え
る
Ｎ
Ｙ
最
古
の
非
営
利
日

系
美
術
団
体
。
毎
年
秋
に
年
次

展
覧
会
を
開
催
し
て
い
る
。

新
会
長
に
松
田
さ
ん

Ｎ
Ｙ
日
本
人
美
術
家
協
会

独自のコンテンツも充実
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わ
た
し
は
、
十
二
月
二
十
七

日
に
ス
キ
ー
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
は
、
車
で
三
十
分
ぐ
ら
い

と
聞
い
て
、﹁
そ
ん
な
に
す
ぐ

着
く
の
。﹂
と
、
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
場
に
着
く
と
、
人
工

雪
が
一
面
に
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
人
工
雪
を
ふ
ん
で
み
る
と

氷
の
よ
う
に
か
た
か
っ
た
の

で
、
よ
く
す
べ
れ
そ
う
だ
な
、

と
思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
リ
フ
ト
に
乗
る

時
と
お
り
る
時
が
一
番
こ
わ
い

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
妹
が
リ
フ

ト
に
乗
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
落
ち

た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
で

も
お
か
あ
さ
ん
が
、﹁
そ
れ
は
、

と
も
か
の
身
長
が
た
り
な
か
っ

た
か
ら
だ
よ
。﹂
と
、
言
い
ま

し
た
。
と
も
か
は
、
私
の
妹
で
、

身
長
は
百
二
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い

で
す
。
私
の
身
長
は
百
三
十
五

セ
ン
チ
な
の
で
、
乗
っ
て
み
る

と
、
お
母
さ
ん
の
言
う
よ
う

に
ふ
つ
う
に
乗
れ
ま
し
た
。
で

も
、
や
っ
ぱ
り
今
で
も
こ
わ
い

で
す
。

　
そ
の
ス
キ
ー
場
は
、
一
番
上

ま
で
い
く
所
と
、
半
分
ま
で
で

お
り
る
所
が
あ
り
ま
し
た
。
さ

い
し
ょ
は
、
半
分
ま
で
し
か
行

け
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
度
も
ス

キ
ー
の
練
習
を
し
て
、
四
回
目

に
や
っ
と
お
兄
ち
ゃ
ん
と
、
き

ょ
う
走
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
だ
け
ど
、
私
は
、
運

の
悪
い
こ
と
に
そ
の
時
転
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は

す
ご
く
ざ
ん
ね
ん
で
し
た
が
、

一
番
上
ま
で
行
っ
て
も
う
一
度

き
ょ
う
走
を
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
一
番
上
ま
で
行
っ

て
、
下
を
見
て
み
た
ら
、
す
ご

く
急
な
坂
だ
っ
た
の
で
、
き
ょ

う
走
を
す
る
の
は
や
め
ま
し

た
。

　
と
て
も
こ
わ
く
て
わ
た
し
が

ふ
る
え
て
い
る
と
、
お
父
さ

ん
が
、﹁
も
し
も
の
時
は
、
お

父
さ
ん
が
助
け
る
か
ら
。﹂
と
、

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
と
て
も
こ
わ
か

っ
た
の
で
、
く
ね
く
ね
曲
が
り

な
が
ら
す
べ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、
半
分
ぐ
ら
い
ま

で
す
べ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
さ
い

ご
ま
で
す
べ
ろ
う
と
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
も
の
す
ご
く
ス

ピ
ー
ド
が
出
て
し
ま
っ
て
、
足

を
ハ
の
字
に
し
て
も
止
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
す
べ
っ
て
い
る
時
に
、
ほ
ん

の
少
し
だ
け
ジ
ャ
ン
プ
し
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
、
な
ぜ
か
マ

リ
オ
に
な
っ
て
い
る
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
ス
キ
ー
よ
り
も
、

ス
ケ
ー
ト
の
ほ
う
が
好
き
な
の

で
、
今
度
は
、
ス
ケ
ー
ト
を
し

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
お
兄
ち

ゃ
ん
と
き
ょ
う
走
を
し
た
い
で

す
。
わ
た
し
は
、
ス
ケ
ー
ト
が

と
く
意
な
の
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん

に
勝
て
る
自
信
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　︵
滞
米
３
年
５
か
月
︶
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二
年
前
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
サ

ン
タ
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
ネ
コ
を
く

れ
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
く

て
、
最
初
は
よ
く
遊
ん
で
い
た

け
ど
、
だ
ん
だ
ん
あ
き
て
き
て
、

全
く
遊
ば
な
く
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
理
由
を
考
え
た
こ
と
は

な
か
っ
た
け
れ
ど
、﹁
生
き
物

と
機
械
﹂
を
読
ん
で
理
由
が
わ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
本
物
の
犬
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
ち

が
う
と
こ
ろ
は
、
三
つ
あ
る
と

思
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
愛
を

感
じ
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
す
。

本
物
の
犬
は
、
か
わ
い
が
っ
た

ら
な
つ
い
て
く
れ
ま
す
。
さ
み

し
い
時
に
い
っ
し
ょ
に
い
て
く

れ
ま
す
。
さ
わ
っ
て
い
る
と
、

あ
た
た
か
い
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
変
化
が
あ
る
か

な
い
か
で
す
。
本
物
の
犬
は
、

人
間
と
同
じ
よ
う
に
、
生
ま
れ

た
時
は
赤
ち
ゃ
ん
だ
し
、
だ
ん

だ
ん
大
き
く
な
り
、
年
を
取
っ

て
死
に
ま
す
。
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
人
間
を
必
要
と

し
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。
本

物
の
犬
は
、
毎
日
ご
飯
を
食
べ

さ
せ
た
り
、
さ
ん
ぽ
さ
せ
た
り

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
話
し

か
け
た
り
、
な
で
た
り
し
て
、

家
族
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
わ
た
し
は
ペ
ッ
ト
を
か
っ
て

い
な
い
け
れ
ど
、
お
ば
さ
ん
の

犬
と
よ
く
遊
び
ま
す
。
本
物
の

犬
と
遊
ぶ
の
に
あ
き
た
こ
と
は

な
い
で
す
。
わ
た
し
が
ロ
ボ
ッ

ト
の
ネ
コ
と
遊
ば
な
く
な
っ
た

の
は
、
本
物
の
犬
と
ロ
ボ
ッ
ト

の
三
つ
の
ち
が
い
の
せ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
や
っ
ぱ
り
わ
た

し
は
、
生
き
て
い
る
犬
の
方
が

好
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　︵
滞
米
９
年
８
か
月
︶

 ﹁
ス
キ
ー
に
行
っ
た
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
原　

み
お
り　

　
十
二
月
二
十
三
日
か
ら
五

は
く
六
日
の
カ
ン
ク
ン
旅
行

に
行
き
ま
し
た
。
ど
う
し

て
、
二
十
四
日
じ
ゃ
な
く
て

二
十
三
日
に
行
く
か
と
い
う

と
、
二
十
四
日
よ
り
も
二
十
三

日
の
ほ
う
が
、
旅
行
代
金
が
安

い
か
ら
で
す
。

　
一
日
目
は
、
ホ
テ
ル
に
着
い

た
の
が
午
後
五
時
く
ら
い
だ
っ

た
の
で
、
六
時
に
は
や
め
の
夜

ご
は
ん
を
食
べ
て
、
八
時
に
ホ

テ
ル
で
や
る
シ
ョ
ー
を
見
ま
し

た
。
け
れ
ど
、
バ
ラ
ン
ス
や
ダ

ン
ス
ば
っ
か
だ
っ
た
の
で
、
つ

ま
ら
な
か
っ
た
で
す
。

　
二
日
目
は
、
ホ
テ
ル
の
ビ
ー

チ
で
カ
ヌ
ー
と
サ
ッ
プ
が
で
き

る
の
で
、
お
母
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
カ
ヌ
ー
を
し
ま
し
た
。
お

姉
ち
ゃ
ん
が
カ
ヌ
ー
を
や
っ
た

後
、﹁
サ
ッ
プ
を
や
ろ
う
。﹂
と
、

言
っ
た
の
で
サ
ッ
プ
を
や
ろ
う

と
思
っ
た
け
れ
ど
、
な
ぜ
か
わ

た
し
だ
け
で
き
な
か
っ
た
の
で

お
姉
ち
ゃ
ん
だ
け
や
っ
て
、
わ

た
し
と
お
母
さ
ん
は
お
姉
ち
ゃ

ん
が
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

て
い
ま
し
た
。

　
三
日
目
は
、
チ
チ
ェ
ン
イ
ッ

ツ
ァ
と
グ
ラ
ン
セ
ノ
ー
テ
を

見
る
ツ
ア
ー
に
さ
ん
か
し
ま
し

た
。
チ
チ
ェ
ン
イ
ッ
ツ
ァ
は
マ

ヤ
文
明
の
い
せ
き
で
す
。

　
グ
ラ
ン
セ
ノ
ー
テ
は
カ
ン
ク

ン
に
あ
る
と
う
め
い
な
水
の
い

ず
み
で
す
。
グ
ラ
ン
セ
ノ
ー
テ

は
と
て
も
と
う
め
い
だ
っ
た
の

で
、
す
ご
く
遠
く
ま
で
見
え
ま

し
た
。

　
四
日
目
は
、
ホ
テ
ル
の
プ
ー

ル
で
遊
び
ま
し
た
。
夕
方
に

ホ
テ
ル
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
、
家

族
写
真
を
と
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
五
日
目
は
、
わ
た
し
と
お
母

さ
ん
は
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
で
、
お

姉
ち
ゃ
ん
と
お
父
さ
ん
は
ダ
イ

ビ
ン
グ
で
、
銅
像
を
見
ま
し

た
。
そ
の
海
が
き
れ
い
だ
っ
た

の
で
、
下
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
し
て

い
る
お
姉
ち
ゃ
ん
と
お
父
さ
ん

が
見
え
ま
し
た
。

　
六
日
目
は
、
さ
い
終
日
で
や

る
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の

で
、
ホ
テ
ル
の
プ
ー
ル
と
ビ
ー

チ
で
遊
び
ま
し
た
。

　
カ
ン
ク
ン
は
、
と
て
も
あ
か

る
い
人
が
い
っ
ぱ
い
い
て
楽
し

か
っ
た
の
で
、
ま
た
行
き
た
い

で
す
。

　
　
　
　
　
　︵
滞
米
11
か
月
︶

詩
の
し

し
し
ま
い
の
し

し
も
の
し

し
め
る
の
し

し
か
の
し

白
の
し

七
の
し

ハ
ブ
ラ
シ
の
し

四
の
し

詩
に
は
し
が
た
く
さ
ん

　
　
　
　︵
滞
米
７
年
11
か
月
︶

 ﹁
本
物
の
犬
と
ロ
ボ
ッ
ト
の

ち
が
う
と
こ
ろ
﹂

　
　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
田　

な
お
み

 「カンクン旅行」
　　　　　　　ニューヨーク育英学園全日制小３

　　　　　　　　　　　　　　遠どう　のぞ海

作
文
の
応
募
を

E
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ス
キ
ャ
ン
し
た
作
文

︵P
D

F
)

ま
た
はW

ord

原
稿
に
住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
滞
米
年
数
・
保

護
者
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
て
、
写
真
︵JP

G

︶
を
添
え
て
こ
ち
ら
ま
で
　

nyse
ikatsu

.sa
ku

b
un@

g
m

a
il.com

   

作
文
の
タ
イ
ト
ル
も
忘
れ
ず
に
！ 

 「詩のし」
　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小２

　　　　　　フックス　エイドリアン

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://sundai-osn.jp
http://www.newjersryjapaneseschool.org
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
界
隈
で
単
身
暮
ら
し
の

ア
パ
ー
ト
を
探
す
な
ら
、
交
通
の
便
が
良
く
な
お
か
つ
徒
歩

圏
内
で
仕
事
も
含
め
日
常
生
活
が
回
る
よ
う
な
場
所
が
理
想

的
。

　
写
真
の
部
屋
は
50
丁
目
の
８
番
街
と
９
番
街
と
に
挟
ま
れ

た
通
称
ヘ
ル
ズ
キ
ッ
チ
ン
と
呼
ば
れ
る
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
側

の
中
心
地
に
あ
る
ス
タ
ジ
オ
。
33
階
東
向
き
、
日
当
た
り
良

好
、ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
キ
ッ
チ
ン
。
24
時
間
フ
ロ
ン
ト
デ
ス
ク
、

ド
ア
マ
ン
、
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
デ
ッ
キ
、
中
庭
、
ラ
ン
ド
リ
ー

ル
ー
ム
、
ス
ト
ー
レ
ッ
ジ
・
駐
車
場
・
プ
ー
ル
付
き
ジ
ム
が

地
下
に
あ
る
。

　
最
寄
り
の
地
下
鉄
駅
は
Ａ
、
Ｃ
、
Ｅ
、
Ｎ
、
Ｒ
、
１
番
線

が
あ
り
、
東
西
ク
ロ
ス
タ
ウ
ン
の
バ
ス
乗
り
場
に
も
近
い
。

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
、
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
、
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
徒
歩
圏
内
。
部
屋
の
窓

か
ら
見
え
る
夜
景
も
素
晴
ら
し
い
。
3
月
15
日
入
居
可
。
家

賃
は
２
１
５
０
ド
ル
。
不
動
産
手
数
料
は
不
要
。

　
問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
５
４
９
・
５
１
５
７
、
Ｅ
メ

ー
ル m

iyuki3533@
gm

ail.com

　
　
大
島
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
ユ
ピ
ア
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
Ｌ
Ｌ
Ｃ
︶

ヘルズキッチンのスタジオ

どこへ行くにも便利

　
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
は
１

月
28
日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
と

ク
イ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
橋
に
自
転
車

専
用
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
と
発

表
し
た
。﹁
ブ
リ
ッ
ジ
ズ
・
フ

ォ
ー
・
ザ
・
ピ
ー
プ
ル
﹂
と
名

付
け
ら
れ
た
こ
の
計
画
に
よ

り
、
車
線
の
一
部
が
自
転
車
専

用
道
路
に
変
更
さ
れ
る
。

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
は
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
方
面
の
内
側
の
道
路

が
自
転
車
専
用
道
路
と
な
り
、

歩
行
者
と
自
転
車
の
両
者
が
利

用
す
る
現
在
の
遊
歩
道
は
歩
行

者
専
用
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
。
ク

イ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
橋
は
北
側
の
道

路
を
自
転
車
専
用
道
路
と
な

り
、
南
側
の
道
路
に
歩
行
者
専

用
道
路
を
設
け
る
予
定
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙

に
よ
る
と
昨
年
11
月
、
イ
ー
ス

ト
リ
バ
ー
に
か
か
る
４
本
の
橋

を
使
っ
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
向

か
う
自
転
車
の
数
が
前
年
同
月

に
比
べ
て
55
％
増
加
。
コ
ロ
ナ

禍
に
公
共
交
通
機
関
を
避
け
、

自
転
車
を
利
用
す
る
人
が
増
加

し
て
い
る
た
め
だ
と
思
わ
れ

る
。

　
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
は
昨

年
、
市
内
で
自
転
車
の
交
通
事

故
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
受

け
て
５
８
４
０
万
ド
ル
を
投
入

し
た
安
全
計
画
を
発
表
し
て
い

る
。
同
計
画
は
自
転
車
専
用
道

路
の
増
設
、
事
故
が
多
発
す
る

交
差
点
へ
の
警
察
官
の
配
置
、

交
通
職
員
の
増
員
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
る
。
　
　
　
　

自
転
車
専
用
レ
ー
ン
追
加

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
と
ク
イ
ー
ン
ズ
区
橋
　
フ
ラ
ン
ス
の
自
然
派
化
粧

品
ブ
ラ
ン
ド
、
ロ
ク
シ
タ
ン

︵L’
O

C
C

IT
A

N
E

、
本
社
・

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
︶
グ
ル
ー
プ

の
米
国
法
人
が
１
月
26
日
、
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
連
邦
破
産

法
第
11
条
の
適
用
を
申
請
し
、

経
営
破
綻
し
た
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
の
原
材
料
を
使
用
し
た
香
り

の
よ
い
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
や
ス

キ
ン
ケ
ア
製
品
を
愛
用
す
る
女

性
も
多
い
人
気
ブ
ラ
ン
ド
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
売
り
上
げ
が
好

調
な
半
面
で
実
店
舗
で
の
売
り

上
げ
が
減
少
し
て
い
た
が
、
こ

れ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が
業
績
の
悪
化
に
追

い
打
ち
を
か
け
た
。

仏
化
粧
品
の
ロ
ク
シ
タ
ン

会
社
更
生
法
申
請
し
破
綻

mailto:miyuki3533@gmail.com
https://www.redacinc.com/
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中
米
の
楽
園
・
癒
し
の
楽
園

と
呼
ば
れ
る
コ
ス
タ
リ
カ
共
和

国
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
国

の
魅
力
は
何
と
言
っ
て
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
生
き
物
た
ち
と
の
ワ

ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
感
動
的
な

出
会
い
で
し
ょ
う
。
世
界
一
美

し
い
鳥
と
賞
賛
さ
れ
る
ケ
ツ
ァ

ー
ル
、
森
の
宝
石
ハ
チ
ド
リ
、

く
ち
ば
し
の
長
い
ひ
ょ
う
き
ん

な
オ
オ
ハ
シ
︵
ト
ゥ
ー
カ
ン
︶
、

愛
く
る
し
い
ナ
マ
ケ
モ
ノ
の
親

子
、
驚
き
の
水
面
を
走
る
美
し

い
ト
カ
ゲ
の
バ
シ
リ
ス
ク
、
集

団
で
葉
っ
ぱ
を
運
び
農
業
を
す

る
ハ
キ
リ
ア
リ
、
そ
し
て
夜
は

暗
闇
の
中
に
浮
か
び
上
が
る
ア

カ
メ
ア
マ
ガ
エ
ル
な
ど
、
亜
熱

帯
特
有
の
鮮
や
か
な
美
し
い
生

き
物
た
ち
と
の
出
会
い
が
待
っ

て
い
ま
す
。

●
生
物
王
国
の
小
さ
な
国

　
面
積
は
５
万
１
１
０
０
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
日
本
の
四
国

と
九
州
を
足
し
た
ほ
ど
の
小
さ

な
こ
の
国
は
、
世
界
の
陸
地
面

積
の
わ
ず
か
か
０
・
03
％
に
す

ぎ
ま
せ
ん
が
、
な
ん
と
世
界
の

全
生
物
種
の
5
％
が
生
息
す
る

多
様
性
生
物
王
国
な
の
で
す
。

コ
ス
タ
リ
カ
の
野
生
生
物
観
察

の
魅
力
は
、
わ
ず
か
な
移
動
で

景
色
や
生
き
物
の
種
類
が
変
わ

る
こ
と
、
長
年
の
野
生
生
物
保

護
に
よ
り
野
鳥
も
サ
ル
も
人
間

を
恐
れ
な
い
の
で
驚
く
ほ
ど
近

く
で
観
察
で
き
る
こ
と
で
す
。

●
自
然
の
中
で
楽
し
め
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン

　
太
平
洋
と
カ
リ
ブ
海
に
挟
ま

れ
国
土
の
中
央
を
背
骨
の
様
に

山
脈
が
走
り
、
年
中
泳
げ
る

数
々
の
美
し
い
ビ
ー
チ
か
ら
高

山
の
火
山
ま
で
、
変
化
に
富
ん

だ
多
様
性
の
自
然
を
育
み
ま
し

た
。
そ
の
豊
か
な
自
然
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
楽
し
め
ま
す
。
熱
帯
雨
林
の

ト
レ
イ
ル
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
ク
ル

ー
ズ
で
の
野
生
動
物
探
索
、
日

本
に
は
な
い
お
し
ゃ
れ
な
ジ
ャ

ン
グ
ル
温
泉
で
の
癒
し
、
森
の

中
で
木
か
ら
木
に
渡
さ
れ
た
ワ

イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
滑
車
で
滑
り

渡
る
キ
ャ
ノ
ピ
ー
ツ
ア
ー
︵
ジ

ッ
プ
ラ
イ
ン
︶、
水
し
ぶ
き
を

浴
び
爽
快
な
リ
バ
ー
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
に

イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
コ
ー

ヒ
ー
好
き
の
方
は
コ
ー
ヒ
ー
ツ

ア
ー
に
参
加
し
知
識
を
深
め
る

の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

●
１
年
中
春
の
快
適
さ

　
温
暖
な
気
候
で
首
都
サ
ン
ホ

セ
な
ど
は
年
中
常
春
の
快
適

さ
、
浜
辺
は
年
中
最
高
気
温
が

30
度
を
超
え
ま
す
。
年
間
の
温

度
差
は
少
な
く
、
12
月
〜
4
月

の
乾
季
と
5
月
〜
11
月
の
雨
季

の
2
つ
の
季
節
で
す
。
3
月
〜

5
月
は
ケ
ツ
ァ
ー
ル
な
ど
の
多

く
の
野
鳥
の
営
巣
時
期
、
7
月

〜
9
月
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
時

期
と
見
所
が
異
な
り
ま
す
。

●
コ
ス
タ
リ
カ
の
食
文
化

　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
コ

ス
タ
リ
カ
の
食
事
に
つ
い
て
。

特
別
に
変
わ
っ
た
料
理
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
素
材
の
良
い
野
菜

や
肉
を
使
っ
た
料
理
は
、
味
付

け
が
あ
っ
さ
り
し
て
い
て
日
本

人
の
口
に
合
う
と
評
判
で
す
。

特
に
毎
朝
の
よ
う
に
食
べ
る

﹁
ガ
ジ
ョ
・
ピ
ン
ト
﹂
は
赤
飯

の
よ
う
な
見
た
目
の
ご
飯
と
豆

の
ピ
ラ
フ
の
様
で
す
。

●
コ
ス
タ
リ
カ
のC

O
V

ID-19

現
状

　
２
０
２
１
年
1
月
24
日
、

1
日
あ
た
り
の
感
染
者
は

１
０
０
０
人
前
後
、
累
積
感
染

者
数
18
・
９
万
人
、
回
復
者
数

14
・
６
万
人
、
死
者
２
５
１
８

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
コ

ス
タ
リ
カ
へ
の
入
国
に
関
し
て

は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
不
要
で
、
健

康
状
況
に
関
す
る
質
問
の
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
記
入
と
規
定
の
保
険

へ
の
加
入
が
必
須
で
す
。
国
内

で
の
主
な
規
制
は
、
午
後
10
時

〜
午
前
5
時
の
車
両
外
出
禁

止
、
店
内
へ
の
入
場
者
数
制

限
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
無
観
客

試
合
、
外
出
時
は
１
０
０
％
近

く
の
人
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

い
ま
す
。
コ
ス
タ
リ
カ
で
の
観

光
は
屋
外
な
の
で
密
集
し
た
環

境
は
少
な
く
、
コ
ロ
ナ
感
染
の

リ
ス
ク
が
低
い
国
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
１
９
４
９
年
に
軍
隊
が
廃
止

さ
れ
平
和
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

コ
ス
タ
リ
カ
人
の
多
く
は
、
寛

容
で
明
る
く
親
切
で
す
。
環
境

保
護
の
先
進
国
と
も
呼
ば
れ
、

国
土
の
約
30
％
が
国
立
公
園
・

自
然
保
護
区
な
ど
の
何
ら
か
の

保
護
区
に
な
っ
て
お
り
、
豊
か

な
自
然
を
利
用
し
た
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
盛
ん
で
す
。
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
る
の
も
コ
ス
タ

リ
カ
の
特
徴
で
、
観
光
地
で
は

普
通
に
英
語
が
通
じ
ま
す
。

　
コ
ス
タ
リ
カ
を
旅
し
て
い
る

際
に
頻
繁
に
耳
に
す
る
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
プ
ー
ラ
・
ビ
ダ

︵Pura V
ida

︶
、Pure L

ife

︵
純
粋
人
生
・
生
活
︶
の
訳
で

す
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
使
わ
れ
ま

す
。﹁
元
気
で
す
か
？
﹂﹁
調
子

は
ど
う
？
﹂
と
聞
か
れ
た
答
え

に
﹁
プ
ー
ラ
・
ビ
ダ
﹂、﹁G

ood

﹂

﹁
最
高
！
﹂
っ
て
感
じ
で
す
ね
。

﹁
あ
り
が
と
う
、
ど
う
い
た
し

ま
し
て
﹂
な
ど
の
意
味
と
し
て

も
使
い
ま
す
。
ま
た
﹁
あ
い
つ

は
、
プ
ー
ラ
・
ビ
ダ
﹂
＝
︵
ク

ー
ル
な
奴
︶
な
ん
て
言
い
方
も

し
ま
す
。
地
球
幸
福
度
指
数
で

何
度
か
1
位
に
輝
い
た
、
楽
し

く
幸
せ
に
生
き
る
術
を
知
っ
て

い
る
コ
ス
タ
リ
カ
人
な
ら
で
は

の
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

　
ス
ペ
イ
ン
語
を
公
用
語
と
す

る
国
は
世
界
に
30
か
国
あ
り
ま

す
が
﹁
プ
ー
ラ
・
ビ
ダ
﹂
を
使

う
の
は
コ
ス
タ
リ
カ
だ
け
。
旅

行
者
の
あ
な
た
が
﹁
プ
ー
ラ
・

ビ
ダ
﹂
と
話
せ
ば
、
コ
ス
タ
リ

カ
人
は
間
違
い
な
く
喜
び
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
閉
塞
し
た
生
活

の
中
に
必
要
な
の
は
癒
し
で

す
。コ
ス
タ
リ
カ
の
自
然
と﹁
プ

ー
ラ
・
ビ
ダ
﹂
の
フ
レ
ン
ド
リ

ー
な
コ
ス
タ
リ
カ
人
が
あ
な
た

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
記
事
作
成
時
の
情
報
と
な
り

ま
す
の
で
、
最
新
情
報
は
各
公

式
機
関
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
現
在
地
域
に
よ
り
移
動
制
限

等
が
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
各
州
の
最
新
情
報
や
現
地

大
使
館
・
総
領
事
館
か
ら
の
安

全
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

旅
行
会
社 

ア
ム
ネ
ッ
ト 

バ
ケ

ー
シ
ョ
ン
／
テ
ー
マ
パ
ー
ク
デ

ス
クamnet-usa.com

中
米
リ
ゾ
ー
ト
の
楽
園
﹁
コ
ス
タ
リ
カ
﹂

地
球
幸
福
度
指
数
１
位
!?  
人
と
自
然
が
織
り
な
す
癒
し
の
地

 第 389 回

　
昨
年
末
、
東
広
島
の
市
街

地
・
西
条
栄
町
に
移
転
し
た
ば

か
り
の
東
広
島
市
立
美
術
館
を

見
学
し
て
き
ま
し
た
。
同
館
は

１
９
７
９
年
に
旧
黒
瀬
町
出
身

で
光
風
会
を
中
心
に
油
彩
画
を

発
表
し
て
い
た
大
久
保
博
氏
か

ら
建
物
の
寄
贈
を
受
け
、
八
本

松
南
の
七
つ
池
に
面
し
た
と
こ

ろ
に
開
館
し
ま
し
た
。
広
島
県

内
で
は
、
広
島
県
立
美
術
館
、

ひ
ろ
し
ま
美
術
館
に
次
い
で
３

番
目
に
古
く
、
市
立
美
術
館
と

し
て
は
最
古
と
な
り
ま
す
。
東

広
島
市
の
文
化
振
興
の
た
め
、

一
市
民
の
思
い
に
よ
っ
て
誕
生

し
た
こ
の
美
術
館
は
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
な
い
状
態
か
ら
出
発

し
ま
し
た
が
、
大
久
保
氏
逝
去

後
の
１
９
８
６
年
に
フ
ジ
コ
夫

人
か
ら
の
寄
附
を
も
と
に
２
階

を
増
築
し
た
こ
と
で
、
開
館
当

初
か
ら
力
を
注
い
で
き
た
郷
土

ゆ
か
り
の
作
家
の
み
な
ら
ず
、

中
国
地
方
の
現
代
作
家
や
版
画

と
現
代
陶
芸
を
中
心
と
し
た
美

術
館
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
建
物
の
老
朽
化
に
伴
い
、
東

広
島
市
が
約
21
億
円
か
け
て
整

備
し
、
昨
年
11
月
、
Ｊ
Ｒ
西
条

駅
前
に
新
築
移
転
し
、
鉄
筋
４

階
建
て
で
延
べ
約
４
０
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
。
展
示
室
は
２
・

３
階
を
合
わ
せ
９
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
と
、
旧
館
と
比
較
し
て

展
示
面
積
が
２
・
５
倍
に
拡
大

さ
れ
、
全
国
的
な
巡
回
展
の
開

催
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
新

館
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
﹁
暮
ら
し

と
と
も
に
あ
るA

rt

、
生
き
る

喜
び
に
出
会
う
美
術
館
﹂
で
、

﹁
ふ
れ
る
﹂﹁
は
ぐ
く
む
﹂﹁
つ

く
る
﹂﹁
つ
な
ぐ
﹂
の
４
つ
を

基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
館
の
南
側
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
に
設
置
さ
れ
て
い
る
重
厚

感
の
あ
る
木
製
扉
と
欄
間
は
、

１
９
２
６
年
に
日
本
初
の
公
立

美
術
館
と
し
て
開
館
し
た
東
京

府
美
術
館
︵
現
・
東
京
都
美
術

館
︶
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の

で
す
。
大
久
保
氏
が
八
本
松
に

美
術
館
を
建
設
す
る
際
、
こ
の

扉
が
展
示
室
に
移
築
さ
れ
、
旧

美
術
館
の
運
営
を
終
え
る
ま
で

の
約
40
年
間
、
展
示
室
扉
と
し

て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
東
京

府
美
術
館
は
１
９
２
６
年
、
上

野
公
園
に
恒
常
的
な
美
術
展
覧

会
場
と
し
て
日
本
で
初
め
て
建

設
さ
れ
た
も
の
で
、
若
松
︵
現
・

北
九
州
市
︶
の
石
炭
商
・
佐
藤

慶
太
郎
氏
に
よ
る
１
０
０
万

円
現
在
の
約
32
億
円
相
当
︶
の

寄
付
で
実
現
し
た
も
の
で
し

た
。
東
広
島
市
立
美
術
館
に
移

築
さ
れ
た
の
も
、
そ
う
し
た
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
し

ょ
う
。
新
館
で
も
、
歴
史
的
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
で
来
館
者
を
迎
え
て
く
れ
ま

す
。

　
さ
て
、
私
が
訪
問
し
た
際
に

は
、
新
美
術
館
開
館
記
念
特
別

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
﹁
日
常
と
つ

な
が
る
美
術
の
扉
〜
わ
た
し
た

ち
と
美
術
の
出
会
い
〜
﹂
を
開

催
中
︵
２
０
２
０
年
11
月
３
日

〜
12
月
20
日
︶
で
一
番
印
象
的

だ
っ
た
の
が
、
ホ
ア
ン
・
ミ
ロ

の﹁
最
後
の
版
画
﹂で
し
た
。﹁
生

き
る
喜
び
﹂
を
具
現
化
し
た
す

ば
ら
し
い
作
品
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
解
説
の
次
の
一
文
に
感

動
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

﹁
美
術
館
は
日
常
か
ら
一
歩
離

れ
た
と
こ
ろ
、﹃
不
要
不
急
﹄

で
日
常
の
生
活
と
は
直
接
関
係

が
な
い
と
思
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
こ
こ
で
は
子
ど

も
か
ら
老
人
ま
で
誰
で
も
ア
ー

ト
を
体
験
で
き
、
誰
と
で
も
そ

の
思
い
を
話
す
こ
と
が
で
き
、

共
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
に
は
知
性
や
感
性
を
刺
激

す
る
感
動
が
あ
り
、
し
ば
し
ば

人
々
を
分
断
か
ら
救
い
出
し
、

命
を
慈
し
む
心
と
連
帯
と
共
生

の
精
神
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま

す
﹂

︵
文
・
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立

博
物
館
副
館
長
︶

東広島市立美術館

http://op-ed.jp
https://truetruth.hatenablog.com/
https://www.amnet-usa.com/
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■
常
盤
新
平
︵
と
き
わ
し
ん
ぺ
い
、
１
９
３
１
年
〜
２
０
１
３
年)

＝
作
家
、
翻
訳
家
。

岩
手
県
水
沢
市
︵
現
・
奥
州
市
︶
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
英
文
科
卒
。
同
大
学

院
修
了
。
早
川
書
房
に
入
社
し
、﹃
ハ
ヤ
カ
ワ
・
ミ
ス
テ
リ
・
マ
ガ
ジ
ン
﹄
の
編
集
長
を

経
て
フ
リ
ー
の
文
筆
生
活
に
入
る
。
86
年
に
初
の
自
伝
的
小
説
﹃
遠
い
ア
メ
リ
カ
﹄
で

第
96
回
直
木
賞
受
賞
。
本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
に
２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま

で
約
３
年
余
り
コ
ラ
ム
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
三
昧
﹂
に
24
作
品
を
書
き
下
ろ
し
連
載
。

13
年
﹃
私
の
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
﹂
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
﹄︵
幻
戯
書
房
︶
に
収
録
。
本
紙
で

は
そ
の
中
か
ら
12
作
品
を
復
刻
連
載
し
ま
す
。

　
四
月
も
半
ば
な
の
に
、
き
ょ

う
の
東
京
は
寒
い
。

　
こ
の
冬
は
例
年
よ
り
も
寒
か

っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
、
ほ

と
ん
ど
外
出
せ
ず
に
家
に
こ
も

っ
て
い
た
。

　
街
へ
誘
っ
て
く
れ
る
人
も
な

く
、
冬
ご
も
り
だ
っ
た
。
出
不

精
に
な
っ
て
い
る
。

　
家
に
い
て
も
本
を
読
む
く
ら

い
し
か
な
い
。

　
そ
ん
な
と
き
嬉
し
い
こ
と
に

四
月
五
日
付
け
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
切
り
抜
き
が

送
ら
れ
て
き
た
。
有
り
難
い
こ

と
だ
。

　
そ
の
切
り
抜
き
は
週
刊
誌

﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
﹂
と
編
集

長
の
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
レ
ム
ニ

ッ
ク
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る
。

　
翻
訳
す
る
と
四
百
字
詰
原
稿

用
紙
で
十
枚
ほ
ど
に
な
る
だ
ろ

う
か
。
レ
ム
ニ
ッ
ク
と
﹁
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
﹂
の
オ
フ
ィ
ス
の

写
真
が
出
て
い
る
。

　
レ
ム
ニ
ッ
ク
は
﹁
タ
ウ
ン
・

カ
ー
﹂
は
使
わ
ず
に
、
毎
日
地

下
鉄
で
通
っ
て
い
る
と
い
う
。

　﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
﹂
も
彼

も
倹
約
を
旨
と
し
て
い
る
。
食

事
な
ど
も
彼
は
大
衆
レ
ス
ト
ラ

ン
で
す
ま
し
て
き
た
。

な
っ
た
も
の
だ
。

　
レ
ム
ニ
ッ
ク
は
現
在
オ
バ
マ

大
統
領
の
評
伝
を
書
い
て
い
る

と
い
う
。
早
起
き
し
て
書
き
、

夕
食
後
も
週
末
も
書
い
て
い

る
。

　
オ
バ
マ
の
本
は
何
十
冊
も
出

て
い
る
が
、
レ
ム
ニ
ッ
ク
の
書

い
た
も
の
な
ら
読
ん
で
み
た

い
。
今
年
中
に
出
る
そ
う
で
、

初
版
は
十
三
万
部
で
、
版
元
の

ク
ノ
ッ
プ
フ
社
も
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　﹁
私
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
﹂

と
彼
は
言
う
。﹁
毎
日
仕
事
が

あ
る
。
そ
れ
も
た
い
へ
ん
に
疲

れ
る
仕
事
だ
﹂

　
彼
は
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
が
好
き

ら
し
い
。
ダ
ブ
ル
・
エ
ス
プ
レ

ッ
ソ
に
角
砂
糖
を
一
個
入
れ
て

飲
む
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

の
こ
の
記
事
は
寒
い
春
の
午
後

に
日
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
な
が
ら

読
ん
だ
。

　
こ
の
週
刊
誌
を
読
み
は
じ
め

て
、
私
も
ま
も
な
く
五
十
年
に

な
る
。
そ
の
間
、
私
の
英
語
力

は
ち
っ
と
も
進
歩
し
な
か
っ

た
。

　
今
回
だ
っ
て
英
語
辞
書
を

十
八
回
も
引
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
で
も
、
辞
書
を
引

く
の
は
厭
わ
な
い
。
辞
書
を
引

く
の
が
習
い
性
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

　
そ
れ
に
ヒ
マ
も
で
き
て
、
辞

書
を
引
く
の
が
む
し
ろ
楽
し
い

く
ら
い
だ
。
辞
書
を
引
き
な
が

ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
遊
ん
だ

遠
い
昔
を
思
い
出
し
た
り
す

る
。

　
も
う
彼
の
地
を
訪
れ
る
の
は

無
理
だ
。
若
い
う
ち
に
行
く
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
西

四
十
四
丁
目
に
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
﹂
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪
ね
る

こ
と
も
で
き
た
。

︵
２
０
１
０
年
４
月
14
日
掲
載
︶

地
下
鉄
で
通
う
編
集
長

　
前
任
の
テ
ィ
ナ
・
ブ
ラ
ウ
ン

と
い
う
女
性
は
万
事
に
派
手
な

人
だ
っ
た
が
、
レ
ム
ニ
ッ
ク
は

彼
女
と
は
対
照
的
で
地
味
に
徹

し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
は
厳
し
い

状
況
に
あ
る
が
、﹁
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
﹂
の
広
告
ペ
ー
ジ
も
昨

年
は
二
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
減
っ

た
と
は
い
え
、
ほ
か
に
く
ら
べ

る
と
は
る
か
に
ま
し
な
ほ
う

だ
。

　
レ
ム
ニ
ッ
ク
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
出
身
で
、
若
い
こ
ろ

は
﹁
ビ
レ
ッ
ジ
・
ヴ
ォ
イ
ス
﹂

を
読
ん
で
い
た
。

　
大
学
卒
業
後
は
ワ
シ
ン
ト

ン
・
ポ
ス
ト
に
勤
め
た
。
今
年

五
十
一
歳
の
レ
ム
ニ
ッ
ク
は

﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
﹂
入
り
し

て
十
一
年
に
な
る
。

　
今
で
も
新
人
と
思
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
ら
し
い
が
、
社
内
で

の
評
判
は
す
こ
ぶ
る
よ
い
。

　
親
会
社
で
あ
る
コ
ン
デ
・

ナ
ス
ト
社
は
傘
下
の
雑
誌
に

二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
経
費
削

減
を
一
律
に
命
じ
た
が
、﹁
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
﹂
だ
け
は
例
外

だ
。

　
倹
約
が﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
﹂

を
守
っ
て
き
た
。

　
レ
ム
ニ
ッ
ク
の
も
と
で
週
刊

誌
の
部
数
が
二
十
三
パ
ー
セ
ン

ト
増
え
て
百
万
部
を
超
え
た
。

た
だ
し
ニ
ュ
ー
ス
ス
タ
ン
ド
の

売
り
上
げ
は
少
し
減
っ
て
い

る
。

　
私
が
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
﹂

を
購
買
す
る
よ
う
に
な
っ
た

五
十
年
前
ご
ろ
は
、
部
数
は

五
十
万
に
も
達
し
て
い
な
か
っ

た
。
部
数
を
増
や
す
ま
い
と
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
も
見
え

た
。

　
今
は
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
は
一

週
間
遅
れ
で
読
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
一
か
月
ほ
ど
か
け
て
届

く
の
を
待
っ
て
い
た
こ
ろ
に
く

ら
べ
る
と
、
便
利
な
世
の
中
に

乗車客で賑わうタイムズ・スクエア地下鉄駅（写真・三浦良一）
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